
「
外
記
政
」
の
成
立

　
　
ほ

1
立
伺

城
　
と
　
儀
　
式
1

橋

本

義

則

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
平
安
蒔
代
初
期
に
成
立
し
た
．
．
○
Φ
ぼ
－
ω
o
憎
、
の
性
格
及
び
そ
の
成
立
過
程
の
解
明
を
直
接
の
課
題
と
し
て
い
る
。
従
来
「
外
記
政
」

は
、
、
．
囚
帥
苧
ω
9
、
、
が
平
安
時
代
に
入
り
衰
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
「
外
記
政
」

の
成
立
と
外
記
庁
に
於
け
る
公
卿
聴
政
の
開
始
と
を
混
同
し
た
議
論
で
あ
る
。
　
「
外
記
政
」
は
、
弘
仁
十
三
年
外
記
庁
に
於
け
る
公
卿
聴
政
を
太
政
窟
曹

司
庁
で
の
聴
政
と
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
制
度
的
に
成
立
し
た
。
そ
れ
は
太
政
官
曹
司
庁
を
朝
堂
院
・
内
裏
に
次
ぐ
儀
式
の
場
と
し
て
位
置
付
け
る
措
置

に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
嵯
峨
朝
の
儀
式
整
備
政
策
の
一
環
を
な
し
て
い
た
。
「
外
記
政
」
成
立
の
史
的
背
景
（
「
外
記
政
」
成
立
に
先
立
つ
外
記
庁
に
於
け

る
公
卿
聴
政
成
立
の
契
機
）
は
、
延
暦
初
年
に
は
確
認
し
得
る
公
卿
の
内
裏
へ
の
侍
候
が
一
段
と
進
行
し
て
い
た
状
況
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
外

記
政
」
成
立
を
緯
る
史
的
動
向
を
こ
の
様
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
初
期
政
治
史
研
究
を
新
た
に
展
開
す
る
こ
と
が
以
後
の
課
題
と
し
て

設
定
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
囚
巻
六
号
　
一
九
八
一
年
十
一
月

r外記政」の成立（橋本）

は
　
じ
　
め
　
に

平
安
時
代
政
治
史
研
究
は
、
古
代
史
の
中
に
於
い
て
も
大
き
な
立
ち
遅
れ
が
認
め
ら
れ
る
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
の
関
心
は
摂

関
家
藤
原
茂
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
宮
廷
内
部
で
の
政
権
抗
争
史
に
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
戦
後
昭
和
四
十
五
年
頃
よ
り
中
世
史
研
究
者

に
よ
る
中
世
社
会
形
成
過
程
の
解
明
が
進
み
所
謂
「
王
朝
国
家
」
論
が
提
示
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
独
自
の
支
配
機
構
と
官
僚
糊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
、
中
世
史
研
究
者
は
言
う
ま
で
も
な
く
古
代
史
研
究
者
の
側
か
ら
も
始
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
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注
目
す
べ
き
は
、
従
来
儀
式
・
年
中
行
事
と
し
て
歴
史
的
分
析
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
の
稀
で
あ
っ
た
平
安
時
代
の
儀
式
・
年
中
行
事
を
新
た

な
政
治
史
分
析
の
素
材
と
し
、
そ
れ
ら
が
本
来
担
っ
て
い
た
政
治
史
的
意
味
を
喪
失
し
形
式
化
・
儀
式
化
す
る
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

安
時
代
政
治
史
研
究
に
新
た
な
地
平
を
拓
く
諸
研
究
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
、
戦
後
組
織
的
な
発
掘
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
平
城
宮
を
始
め
と
す
る
古
代
都
宮
に
つ
い
て
そ
の
構
造
が
次
第
に
解
明

さ
れ
る
に
至
り
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
様
な
新
た
な
考
古
学
的
知
見
等
を
基
礎
と
し
て
更
に
文
献
史
料
に
精
緻
な

批
判
検
討
を
加
え
、
都
城
の
本
義
を
政
府
官
人
の
居
住
地
・
国
家
経
済
の
中
枢
と
聞
え
て
、
宮
の
平
面
構
成
か
ら
半
里
疇
期
の
政
治
欄
度
・
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

配
機
構
の
在
り
方
を
探
ろ
う
と
す
る
新
し
い
政
治
史
研
究
が
盛
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
儀
式
は
古
代
の
政
治
都
市
た
る
都
宮
－
取
分
け
宮
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
構
造
に
規
定
さ
れ
る
面
を
も
つ
と
考
え
ら

れ
、
従
っ
て
古
代
の
都
宮
聞
に
存
在
す
る
構
造
上
の
相
違
は
そ
こ
で
行
わ
れ
る
儀
式
が
担
っ
た
政
治
史
的
意
義
の
相
違
・
変
化
を
示
し
て
い
よ

、
つ
。

　
本
稿
は
、
先
に
指
摘
し
た
政
治
史
研
究
に
関
す
る
二
つ
の
新
た
な
潮
流
、
即
ち
平
安
時
代
政
治
史
研
究
の
立
場
か
ら
す
る
儀
式
の
政
治
史
的

研
究
と
、
主
と
し
て
律
令
国
家
形
成
史
研
究
か
ら
の
都
城
欄
研
究
と
い
う
二
つ
の
研
究
動
向
の
結
合
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
政
治
史
一
殊
に
不

分
明
な
点
が
多
く
研
究
の
遅
れ
が
顕
著
な
平
安
時
代
初
期
史
研
究
へ
の
一
つ
の
緒
を
求
め
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
具
体
的
素

材
と
し
て
「
外
記
政
」
を
採
り
上
げ
、
そ
の
成
立
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
で
こ
の
課
題
に
預
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
そ
こ
で
次
章
以
下
に
於
い
て
具
体
的
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
先
立
ち
「
外
記
政
」
に
関
す
る
従
来
の
諸
説
を
紹
介

し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
が
、
唯
、
こ
と
「
外
記
政
」
に
限
っ
て
み
る
と
、
従
来
は
平
安
時
代
の
政
治
構
造
を
概
説
し
た
論
著
に
於
い
て
「
政
」

と
「
定
」
と
い
う
当
該
時
期
の
政
務
の
構
造
的
連
関
の
中
で
僅
か
に
関
説
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
専
ら
「
外
記
政
」
を
論
じ
た
研
究
は
皆
無

と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
様
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
代
表
的
な
論
著
に
限
り
内
容
を
極
く
簡
単
に
要
約
す
る
と
、
諸
説
に
は
微
妙
な
根
異
が
あ
る
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「外記敷」の成立（橋本）

も
の
の
略
次
の
諸
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
郡
ち
e
「
外
記
政
」
は
「
宮
政
の
略
儀
」
で
あ
り
、
◎
「
官
政
」
の
衰
退
後
平
安
時
代

に
な
っ
て
「
外
記
政
」
へ
と
移
行
し
、
⇔
更
に
後
に
は
「
官
政
」
　
「
外
記
政
」
の
機
能
が
「
結
政
」
で
代
替
さ
れ
た
り
、
或
い
は
「
認
定
」
で

代
表
さ
れ
る
「
定
」
の
系
列
へ
移
っ
た
、
等
の
点
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
諸
説
に
於
い
て
は
、
e
「
外
記
政
」
が
如
何
な
る
点
で
如
何
様
に
「
官
憲
の
略
儀
」
で
あ
っ
た
の
か
、
◎
何
時
・
如

何
な
る
理
由
で
「
焼
津
」
が
衰
退
し
、
．
何
時
・
何
故
に
「
外
記
政
」
へ
如
何
な
る
過
程
を
経
て
移
行
し
た
の
か
、
⇔
更
に
は
「
政
」
が
本
来
有

し
た
機
能
が
如
何
に
「
定
」
の
系
列
へ
と
移
行
し
た
の
か
、
等
の
点
に
つ
い
て
明
解
な
論
及
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
暖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
森
田
悌
氏
は
、
　
「
外
記
政
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
判
然
と
し
な
い
」
が
、
　
「
九
世
紀
初
に
は
み
ら
れ
て
い
た
と

し
て
よ
く
」
、
　
「
外
記
政
な
る
名
称
の
定
着
如
何
は
別
と
し
て
」
、
「
雪
輪
当
初
か
ら
の
敷
務
決
裁
方
式
と
み
て
よ
い
」
、
と
些
か
先
の
通
説
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

言
う
べ
き
諸
説
と
は
異
な
る
見
解
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
。

　
以
上
先
学
の
諸
説
を
簡
単
に
要
約
紹
介
し
た
と
こ
ろ
が
ら
「
外
記
政
」
に
関
し
て
解
明
す
べ
き
約
そ
四
つ
の
論
点
が
浮
び
上
っ
て
き
た
と
い

え
よ
う
。
即
ち
、
O
「
外
記
政
」
と
「
官
政
」
と
の
関
係
、
⇔
「
外
記
節
」
の
成
立
時
期
と
そ
れ
以
前
の
太
政
官
に
於
け
る
政
務
と
の
関
係
、

⇔
「
外
記
政
」
成
立
の
歴
史
的
背
景
、
⑳
「
政
」
と
「
定
」
の
関
係
、
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
論
点
の
う
ち
e
～
⇔
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
⑳
及
び
「
外
記
政
」
　
「
憲
政
」
の
当
該
時
期
に
於
け
る
諸
政
務
の
中
で
の
位
置
付
け
等
の
詳
細
な
検
討
は
別
に
機
会

を
得
て
行
い
た
い
。

　
①
　
古
代
史
研
究
者
の
代
表
的
著
作
に
は
、
佐
藤
宗
諄
『
平
安
前
期
政
治
史
序
説
』
　
　
　
　
　
定
に
つ
い
て
」
（
『
対
外
関
係
と
社
会
経
済
』
昭
和
四
三
）
、
谷
口
昭
「
諸
國
申
講

　
昭
和
五
一
、
森
田
悌
冊
平
安
初
期
国
家
の
研
究
』
昭
和
四
五
・
『
平
安
初
期
国
家

　
の
研
究
豆
』
昭
和
四
七
・
『
平
安
時
代
政
治
史
研
究
』
昭
和
践
三
、
等
が
あ
る
。

　
猶
、
森
田
氏
に
は
『
研
究
史
望
朝
国
家
』
昭
和
五
五
の
労
作
が
あ
り
、
本
書
に
は

　
「
王
朝
国
家
に
関
す
る
政
治
史
的
研
究
」
の
一
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
詳
し

　
く
は
こ
れ
を
参
丁
照
さ
れ
た
い
。

②
　
佐
藤
宗
諄
「
王
朝
儀
式
の
成
立
過
程
」
ひ
証
①
著
書
）
、
福
井
俊
彦
「
受
領
功
過

　
雑
事
」
　
（
『
山
－
世
の
権
力
と
民
衆
』
昭
和
四
十
）
、
曾
我
良
成
「
諸
国
条
事
定
と
国

　
解
職
行
一
王
朝
国
家
地
方
行
政
の
一
側
面
」
　
（
『
日
本
歴
史
』
三
七
入
、
昭
和
五

四
）
、
等
。

③
岸
俊
男
「
都
城
と
雛
令
国
家
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
二
、
昭
和
五
十
）
、

狩
野
久
「
律
令
国
家
と
都
市
」
（
大
系
『
日
本
国
家
史
』
一
、
昭
和
五
十
）
、
鬼
頭

　
清
明
『
欝
本
古
代
都
市
論
序
説
』
昭
和
五
二
、
八
木
充
『
律
令
園
家
成
立
過
程
の
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研
究
』
昭
二
四
～
二
、
村
井
康
彦
『
淳
良
の
宮
都
』
昭
和
五
三
、
等
。

④
　
吉
村
茂
樹
「
平
安
時
代
の
政
治
」
（
岩
波
講
座
『
目
本
歴
史
臨
昭
和
八
）
、
藤
木

邦
彦
「
陣
定
に
つ
い
て
」
　
（
『
歴
史
と
文
化
』
V
、
昭
和
三
六
）
、
橋
本
義
彦
「
貴

　
族
政
権
の
政
治
構
造
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
四
、
昭
和
五
一
）
、
等
。

⑤
森
田
悌
「
太
政
官
制
と
摂
政
・
関
白
」
n
証
①
『
平
安
晴
代
政
治
史
研
究
』
）
。

28 （794）

第
一
章
　
　
「
外
記
政
」
と
「
嘗
政
」

　
本
章
で
は
、
　
「
外
記
政
」
と
「
官
政
」
と
の
相
互
関
係
を
比
較
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
外
記
政
」
の
性
格
を
解
明
す
る
こ
と
に
努
め
た

い
。
但
し
、
そ
の
際
便
宜
上
平
安
時
代
に
成
立
し
た
公
事
の
書
等
に
よ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
「
外
記
政
」
と
そ
の
比
較
対
象
た
る
「
官
政
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
を
各
別
に
類
型
化
し
て
い
る
『
北
山
抄
』
に
主
と
し
て
依
毒
し
、
そ
の
他
の
諸
書
を
も
適
宜
参
看
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
そ
こ
で
「
外
記
政
」
と
「
官
政
」
と
を
比
較
し
て
注
意
さ
れ
る
諸
点
を
列
挙
し
な
が
ら
更
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
が
、
行
論
の
都
合

上
ま
ず
「
外
記
政
」
　
「
官
政
」
に
於
け
る
公
卿
聴
政
そ
の
も
の
か
ら
み
て
ゆ
き
た
い
。

　
O
　
「
外
記
政
」
　
「
官
政
」
両
者
に
於
け
る
公
卿
益
金
は
、
弁
官
に
よ
る
仁
政
（
弁
官
申
文
）
と
外
記
に
よ
る
請
印
（
請
印
）
か
ら
構
成
さ
れ
る

点
で
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、
単
玉
政
の
場
合
の
決
裁
方
法
・
所
作
作
法
等
に
関
し
て
も
全
く
相
違
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『
北
山
抄
』
が
「
外
記
政
」
に
つ
い
て
の
み
弁
官
申
文
・
請
印
の
儀
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
　
「
宮
政
」
で
は
「
申
文
詰
印
思
至

如
レ
常
」
　
（
「
常
」
1
1
外
記
政
）
と
記
す
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
、
両
者
の
行
わ
れ
る
場
の
建
築
構
造
に
規
定
さ
れ
て
儀

式
作
法
が
相
違
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
『
北
山
抄
』
が
各
項
で
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
は
異
と
す
る
に
及
ば
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
⇔
　
公
卿
聴
路
の
場
で
採
り
上
げ
ら
れ
る
政
務
の
内
容
に
関
し
て
は
全
く
記
述
が
み
ら
れ
ず
、
こ
の
点
に
於
い
て
も
基
本
的
に
は
両
老
に
相

違
は
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
⇔
　
「
外
記
政
」
「
官
政
」
の
行
わ
れ
る
日
次
に
つ
い
て
、
前
者
は
「
朔
日
・
四
日
・
十
六
日
・
政
始
日
・
上
卿
初
着
日
」
を
「
式
日
」
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
式
日
光
レ
政
者
次
日
」
に
行
う
と
す
る
の
に
隠
し
、
後
盾
は
「
四
月
七
月
十
月
朔
日
」
に
行
う
と
し
て
い
る
。
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⑳
　
公
卿
聴
政
の
行
わ
れ
る
場
を
、
　
「
外
記
政
」
は

外
記
庁
、
　
「
官
政
」
は
太
政
官
曹
司
庁
と
し
て
い
る

（〈

}
〉
参
照
）
。

　
こ
こ
で
⑳
に
於
い
て
指
摘
し
た
如
く
「
官
政
」
が
太

政
官
曹
司
庁
で
行
わ
れ
る
事
実
に
三
国
し
た
い
。
今
試

み
に
「
丁
丁
」
と
の
表
現
は
と
ら
な
い
も
の
の
、
太
政

官
曹
司
庁
で
公
卿
聴
政
が
行
わ
れ
る
事
例
を
『
北
山
抄
』

　
　
⑤

の
諸
巻
よ
り
拾
う
と
、
㈲
二
月
十
一
日
三
見
、
㈲
四
月

十
五
日
成
選
位
記
召
給
、
㈹
郡
司
召
、
⑥
八
月
三
一
日

定
考
、
等
の
儀
式
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
公
卿
一
一
、

更
に
⑥
二
月
八
月
上
丁
釈
貧
の
為
公
卿
以
下
が
大
学
寮

へ
趣
く
前
に
行
う
公
卿
聴
政
が
あ
る
。
更
に
又
こ
れ
ら

の
外
に
『
北
山
抄
』
以
外
の
諸
書
か
ら
も
㈹
二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

中
務
・
式
部
・
兵
部
三
省
申
考
選
目
録
、
⑧
正
月
七
月

　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

十
日
馬
料
文
、
ω
二
月
八
月
十
日
季
玉
文
、
等
の
儀
式

（
以
下
三
省
政
と
称
す
）
終
了
後
太
政
官
曹
司
庁
で
公

卿
町
政
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
官
政
」
は
公
卿
聴
政
そ
の
も
の
が
儀

式
で
あ
っ
た
が
、
㈲
～
㈲
は
、
太
政
官
曹
司
庁
で
行
わ
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れ
る
儀
式
の
為
に
、
そ
れ
に
先
立
ち
そ
の
場
を
利
用
し
て
日
常
的
公
卿
聴
政
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
（
㈹
は
㈲
～
㈹
の
如
く
太
政
官
曹
司
庁
に

於
け
る
儀
式
に
伴
う
訳
で
は
な
い
が
、
儀
式
に
先
立
ち
太
政
官
曹
司
庁
を
用
い
て
公
卿
興
業
が
行
わ
れ
る
点
で
は
㈲
～
㈲
に
準
じ
て
考
え
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
）
、
又
q
D
～
ω
は
、
本
来
は
公
卿
聴
政
を
構
成
す
る
一
要
素
（
三
省
が
太
政
官
に
政
を
申
す
と
い
う
点
）
で
あ
っ
た
が
、
極
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
重
要
な
事
項
で
あ
っ
た
為
に
そ
れ
だ
け
が
特
別
扱
い
さ
れ
て
儀
式
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
当
日
の
公
卿
聴
政
も
儀
式
の
行
わ
れ
る
太
政
官
曹
司

庁
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
も
太
政
宮
曹
司
庁
に
於
け
る
公
卿
聴
政
と
い
う
点
か
ら
「
官
政
」
に
准
じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ

で
以
下
で
は
、
孟
旬
「
官
政
」
を
A
型
、
太
政
曹
司
庁
で
の
儀
式
に
伴
う
公
卿
聴
政
を
B
型
、
更
に
三
省
政
と
と
も
に
行
わ
れ
る
も
の
を
C
型

と
称
し
、
こ
れ
ら
を
総
じ
て
「
官
政
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
さ
て
、
一
方
「
外
記
政
」
が
行
わ
れ
る
と
さ
れ
る
「
式
日
偏
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
明
か
で
は
な
い
が
、
　
判
外
記
政
」
が
「
式
日
」
に
拘
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
こ
と
な
く
休
臼
・
廃
忌
日
を
除
き
毎
日
欠
く
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
諸
々
の
史
料
か
ら
確
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
㈲
　
申
政
剋
限
に
つ
い
て
。
　
『
北
山
抄
』
で
は
「
外
記
政
」
　
「
官
政
」
双
方
に
相
違
は
見
出
せ
な
い
が
、
唯
『
拾
心
墨
』
に
「
二
月
八
月
巳

一
点
、
自
レ
三
至
レ
高
額
三
点
、
自
レ
九
牛
レ
正
巳
二
点
単
一
、
自
三
一
月
｝
至
二
七
月
一
転
一
点
、
自
二
八
月
一
至
二
正
月
㎝
辰
二
点
舵
阯
」
と
あ
る
記
載

が
注
員
さ
れ
る
、
こ
こ
に
い
う
「
外
記
」
及
び
「
弁
宮
」
は
各
六
「
外
記
野
江
「
外
記
政
」
、
「
弁
官
」
一
「
官
政
」
で
あ
っ
て
、
両
老
の
申
政
無
限

が
あ
た
か
も
相
違
し
て
い
た
か
の
感
を
与
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
と
こ
ろ
が
、
　
『
台
記
』
の
記
載
に
よ
る
と
平
安
時
代
末
期
に
於
い
て
も
「
宜
政
」
で
は
「
外
記
政
」
と
同
じ
申
政
事
限
が
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
範
囲
で
は
申
政
聖
旨
に
関
し
爾
者
の
間
に
差
異
は
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　
㈲
　
聴
政
終
了
後
「
外
記
政
」
及
び
「
富
里
」
A
型
で
は
公
卿
以
下
侍
従
所
に
就
く
こ
と
と
な
る
の
に
対
し
て
、
　
「
親
政
」
B
型
で
は
儀
式

終
了
後
太
政
官
内
の
朝
所
に
就
く
点
に
樒
違
が
見
ら
れ
る
。
但
し
、
後
者
の
場
合
朝
所
に
就
く
の
は
儀
式
終
了
後
の
宴
の
為
で
あ
り
、
根
本
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

差
異
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
唯
、
　
こ
こ
で
賑
町
す
べ
き
は
『
西
宮
記
』
が
聴
政
終
了
後
の
退
出
作
法
に
つ
い
て
「
外
記
政
黄
身
二
下
愚
一
起
レ
座
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退
出
、
官
政
了
落
剥
上
繭
一
退
出
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
、
即
ち
「
外
記
政
」
　
「
官
政
」
下
穿
の
間
に
退
出
作
法
の
点
で
厳
格
な
差
異
が
設
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
一
体
何
故
に
こ
の
様
な
差
異
が
設
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
こ
こ
で
は
そ
の
手
掛
り
と
し
て
次
の
史
料
を
提
示
し
た
い
。

□
上
卿
以
下
（
註
略
）
着
二
野
廊
最
悪
一
（
註
略
）
装
束
畢
、
巳
一
点
（
註
略
）
上
卿
以
下
起
レ
座
於
塩
廻
座
所
｝
着
レ
靴
（
註
略
）
経
二
脚
下
邊
一
昇
レ
從
昌

隠
顕
階
一
一
鎧
着
・
座
（
註
略
）
、
少
納
言
弁
護
記
史
四
人
二
目
西
鷹
取
角
壇
一
下
各
藩
晶
版
位
一
（
註
略
）
立
定
、
上
卿
召
レ
之
、
五
位
同
音
暴
風
、
次
六
位
同
音

樗
唯
、
少
納
言
弁
随
レ
次
着
レ
座
（
龍
燈
）
進
退
之
儀
欲
レ
居
レ
座
人
体
レ
昇
レ
尊
人
立
二
版
位
一
人
以
上
三
人
一
度
揖
着
レ
座
登
レ
從
昌
西
南
一
階
一
入
レ
從
二
母
屋
西
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
●
　
。
　
●
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

二
間
一
経
晶
隠
子
後
一
着
レ
座
、
頗
異
言
外
記
聴
儀
ス
・
点
引
用
者
以
下
同
ジ
）
、
恩
讐
辮
昇
レ
階
之
間
、
外
記
率
レ
史
趨
昇
レ
従
昌
西
階
一
入
レ
從
昌
母
屋
西
語
一
間
一
着
レ
座
、

次
第
一
貯
留
レ
座
申
云
、
司
々
之
雌
性
留
政
周
密
不
申
蠣
胃
壁
着
、
次
史
一
々
起
レ
市
単
申
、
毎
昌
一
人
申
畢
一
上
隅
与
奪
、
準
則
納
雷
摩
レ
靴
起
レ
座
同
音
繕
唯
、

外
記
［
目
］
風
隠
覗
蚕
齢
史
一
同
音
聾
唯
、
畢
弁
少
納
言
外
記
＃
讃
申
史
岡
短
髪
レ
座
、
申
文
之
儀
一
運
脚
如
レ
此
、
先
史
等
自
レ
上
起
レ
座
降
レ
自
昌
西
階
一
縷
晶
西

警
・
罷
次
唖
聾
．
無
毒
版
退
出
（
註
略
）
次
益
荒
・
、
率
・
外
記
董
生
天
・
從
・
西
麗
北
戸
一
宮
印
如
画
畢
番
職
概
言
欝
撚
灘
．
座

尋
常
政
畢
之
後
（
以
下
略
）

　
こ
れ
は
、
惟
宗
允
亮
が
太
政
官
曹
司
庁
で
行
わ
れ
る
八
月
十
一
日
導
車
定
置
の
儀
に
説
明
を
加
え
る
に
際
し
て
引
用
し
た
「
西
富
記
」
の
文

で
あ
る
。
文
中
傍
点
を
施
し
た
「
頗
異
二
外
記
鷹
儀
こ
・
「
頗
異
例
外
記
儀
こ
と
あ
る
個
所
に
注
目
し
た
い
。

　
ま
ず
「
西
宮
記
」
本
文
に
記
さ
れ
た
「
頗
黒
棚
外
記
鷹
儀
視
る
と
は
、
上
卿
の
召
に
従
い
少
納
言
・
弁
が
庭
中
版
位
よ
り
太
政
官
曹
司
庁
の

正
平
の
座
に
就
く
作
法
が
外
記
庁
で
の
作
法
と
相
違
す
る
と
の
指
摘
で
、
こ
の
限
り
で
は
具
体
的
に
如
何
様
に
異
っ
て
い
た
の
か
明
か
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
山
椀
記
』
の
「
外
記
政
」
に
関
す
る
次
の
記
述
が
参
考
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
膏
イ

　
　
（
前
略
）
次
上
卿
宣
人
爪
鰍
灘
勘
燃
費
可
．
尋
、
少
納
書
弁
同
音
果
圃
微
膏
、
詑
之
後
六
位
同
音
称
唯
高
声
、
次
右
申
弁
揖
離
レ
列
鯵
鎌
灘
素
餐
盃
下
心
与
晶
西
廊
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
。
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
亦
イ

　
　
之
角
雷
魚
上
上
晶
劒
内
一
経
二
床
子
前
一
着
二
北
床
子
中
｛
置
入
レ
絢
之
問
少
納
言
癒
着
昌
南
床
子
（
左
少
畜
生
同
着
属
少
納
言
床
子
南
方
一
（
以
下
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
先
の
作
法
に
つ
い
て
右
中
弁
が
「
公
子
前
偏
を
経
て
着
座
し
た
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
西
宮
記
」
の
指
摘
す
る
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ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

「
頗
異
輔
隔
外
記
臨
儀
こ
る
と
は
、
平
政
の
為
少
納
言
・
弁
が
着
座
す
る
時
、
外
記
庁
で
は
「
二
子
前
」
を
経
、
太
政
官
曹
司
庁
で
は
「
床
子
器
」

を
経
る
の
で
あ
っ
て
そ
の
経
路
が
異
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
次
に
、
割
註
に
「
頗
磐
田
外
記
儀
こ
る
と
あ
る
の
は
、
定
考
に
先
立
っ
て
太
政
官
曹
司
庁
で
行
わ
れ
る
公
卿
聴
政
の
場
合
に
は
、
弁
官

申
文
に
上
卿
が
与
奪
す
る
時
少
納
言
・
弁
が
共
に
「
起
レ
座
」
ち
て
称
唯
す
る
の
に
対
し
、
外
記
庁
に
於
け
る
「
外
記
政
」
で
は
そ
れ
と
は
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
『
西
宮
記
』
で
は
「
外
記
政
」
の
場
合
の
こ
の
作
法
に
つ
い
て
少
納
言
・
弁
は
共
に
「
乍
レ

居
」
称
謝
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
の
割
註
は
、
少
納
言
・
弁
の
称
言
作
法
が
太
政
官
曹
司
庁
で
の
「
起
レ
座
」
に
比
べ
外
記
庁
の
場

合
「
乍
レ
居
」
と
相
違
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

　
先
に
指
摘
し
た
退
出
作
法
に
於
け
る
作
法
の
相
違
も
こ
れ
ら
の
作
法
に
於
け
る
「
外
記
政
」
と
「
官
政
」
の
相
違
と
揆
を
一
に
す
る
と
思
わ

れ
、
恐
ら
く
は
、
こ
の
こ
と
は
、
太
政
官
曹
司
庁
で
は
公
卿
に
対
し
厳
重
な
礼
を
示
し
、
一
方
外
記
庁
で
は
略
礼
が
採
ら
れ
た
、
即
ち
作
法
が

そ
の
場
の
性
格
に
欄
約
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
様
に
考
え
る
時
留
意
さ
れ
る
の
は
、
既
に
み
た
如
く
多
様
な
類
型
を
設
定
し
う
る
「
官
政
」
が
こ
の
点
に
関
し
て
は
同
じ
作
法
を
共
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
就
中
「
議
政
」
B
型
に
属
す
る
定
考
儀
式
に
伴
う
公
卿
聴
政
の
揚
合
の
作
法
が
外
記
庁
で
の
そ
れ
と
相

違
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
既
述
の
如
く
「
宮
政
」
B
型
と
は
公
卿
労
政
そ
の
も
の
が
儀
式
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
来
日
常
的
な
政
務
で
あ

っ
た
が
、
偶
々
儀
式
の
日
に
そ
れ
に
先
立
ち
同
じ
場
を
用
い
て
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
日
常
的
公
卿
労
政
に
於
い
て
は
、

そ
の
揚
を
変
え
た
か
ら
と
い
っ
て
何
ら
そ
こ
で
の
所
作
作
法
を
変
え
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
関
ら
ず
場
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
作
法
が
変
え
ら
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
『
北
山
抄
』
の
記
載
を
主
た
る
擦
と
し
て
「
外
記
政
」
と
「
官
政
」
と
を
比
較
検
討
し
て
き
て
知
ら
れ
た
こ
と
は
、
両
者
の
相
違
は
儀

式
と
の
関
わ
り
の
有
無
、
殊
に
聴
政
の
揚
の
相
違
と
い
う
点
に
尽
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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「外記政」の成立（橋本）

①
『
北
山
抄
』
『
西
宮
群
団
『
儀
式
』
『
拾
芥
抄
』
は
新
訂
増
補
故
実
叢
国
本
に

　
擦
り
、
そ
の
他
特
に
謎
記
し
た
も
の
を
除
ぎ
本
稿
で
引
用
し
た
史
料
は
新
訂
増
補

　
国
史
大
系
本
に
嬢
つ
た
。

②
　
本
章
に
於
い
て
特
に
註
記
を
施
さ
な
い
記
述
は
全
て
『
北
山
抄
』
巻
七
、
外
記

　
政
・
官
政
に
櫨
…
つ
た
。

③
　
但
し
、
申
文
の
内
容
に
よ
っ
て
大
臣
に
申
す
べ
き
事
項
と
大
中
納
言
に
申
す
べ

　
き
瑛
項
と
の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
（
『
北
肉
抄
』
巻
七
、
申
一
上
雑
事

　
・
四
大
中
納
言
雑
事
、
『
西
宮
記
』
巻
七
、
陣
申
文
・
頭
書
、
等
）
。

④
　
　
『
西
宮
記
』
巻
七
、
外
記
政
・
頭
書
、
等
に
も
会
え
て
い
る
。

⑤
　
列
見
・
位
記
召
給
・
郡
司
召
・
黙
考
は
『
北
山
抄
』
巻
七
の
各
項
、
釈
鍵
は
同

　
書
巻
一
、
釈
貧
。

⑥
　
『
儀
式
』
巻
九
、
二
潟
十
日
於
太
政
宮
庁
申
三
省
考
選
昌
録
儀
。

⑦
『
儀
式
』
巻
七
、
正
月
廿
二
日
賜
馬
料
儀
。

⑧
弘
仁
式
部
式
、
『
延
喜
式
騒
巻
十
九
式
部
下
。

⑨
三
省
政
の
う
ち
申
考
選
目
録
の
儀
は
弁
官
を
経
ず
正
接
太
政
官
に
申
す
べ
き
政

　
務
の
代
表
で
あ
り
（
『
延
喜
式
』
巻
十
一
太
政
官
・
巻
十
二
中
務
省
・
巻
十
八
式
部

　
上
・
巻
十
九
式
部
下
・
巻
二
十
八
古
都
省
）
、
又
馬
料
文
・
季
論
文
の
儀
は
官
人

　
の
給
与
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
（
平
安
時
代
に
於
け
る
官
人
給
与
に
は
こ
れ
ら

　
の
外
に
位
禄
・
時
服
・
要
劇
料
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
で
在
京
の
職
事
官

　
全
て
を
対
象
と
し
た
の
は
馬
料
と
季
禄
で
あ
り
、
他
の
も
の
は
性
格
を
些
か
異
に

　
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
詳
し
く
は
早
川
庄
八
「
律
令
財
政
の
構
造
と
そ

　
の
変
質
」
（
『
日
本
経
済
史
大
系
』
1
古
代
、
昭
和
四
十
）
を
参
照
さ
れ
た
い
）
、
い

　
ず
れ
も
律
令
玉
入
制
を
維
持
・
運
営
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

⑩
こ
の
こ
と
は
、
『
北
山
抄
』
の
著
者
藤
原
公
任
が
こ
れ
ら
儀
式
に
伴
っ
て
行
わ

　
れ
る
公
卿
善
政
を
¶
国
政
」
に
准
ず
る
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
（
詞
書
巻
七
の

　
項
饅
配
列
の
順
序
が
外
寵
政
↓
結
政
所
請
印
↓
内
印
↓
官
政
三
列
見
↓
定
考
毒
位

　
記
召
給
↓
任
郡
司
↓
斤
目
従
官
参
寮
歌
↓
申
一
上
雑
事
↓
申
大
納
言
雑
事
↓
請
内

　
印
雑
事
↓
請
外
印
雑
事
と
な
っ
て
い
る
）
、
更
に
は
　
「
官
政
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

　
も
あ
っ
た
こ
と
（
例
え
ば
『
臼
本
紀
略
睡
長
元
三
年
十
二
月
廿
一
日
条
で
は
位
記

　
召
給
の
場
合
の
公
卿
聴
政
を
「
官
政
」
と
称
し
て
い
る
）
か
ら
も
准
じ
て
考
え
る

　
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

⑪
　
「
式
日
」
が
特
定
の
申
文
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
次
に
指
摘
す

　
る
点
か
ら
確
認
で
き
る
。
e
『
西
宮
記
半
巻
十
で
は
朔
屡
・
四
日
・
十
穴
日
に
つ

　
い
て
特
定
の
申
文
を
掲
げ
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
　
（
『
覇
野
群
載
』
巻
六
、
太
敷

　
宮
、
官
中
政
申
詞
庁
申
文
に
も
朔
日
申
文
に
つ
い
て
は
『
西
宮
記
』
と
出
入
は
あ

　
る
が
同
様
の
記
載
が
あ
る
）
⇔
『
台
記
』
　
（
史
料
纂
集
電
）
保
延
五
年
五
月
十
七

　
日
条
に
「
所
謂
十
六
日
申
文
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
等
。

⑫
『
扶
桑
略
記
』
巻
昔
三
裡
書
、
延
喜
元
年
五
月
廿
五
日
丙
午
条
に
「
此
十
箇
日
許

　
公
卿
不
レ
参
、
又
外
記
左
右
辮
中
等
皆
依
・
一
票
病
｝
不
レ
参
、
傍
充
二
外
記
致
｛
往
古
近

　
来
土
小
ン
窟
ポ
此
例
一
云
々
」
、
又
『
額
崩
聚
弗
付
幽
暗
抄
』
第
六
、
鋤
酬
行
一
外
記
政
事
、
｛
女
和
一
簾
†

　
二
月
廿
八
日
宜
旨
に
引
く
安
和
元
年
十
一
月
七
日
太
政
大
臣
奏
状
に
「
召
コ
回
外

　
記
一
中
申
云
、
今
年
正
月
以
後
九
月
以
前
有
レ
政
之
事
、
望
月
只
三
四
日
或
月
僅
七

　
八
日
、
古
來
未
レ
有
二
如
レ
此
之
例
↓
大
吉
有
限
警
務
延
レ
期
累
μ
月
、
内
外
請
印
之

　
文
満
レ
閣
如
レ
此
」
と
み
え
、
更
に
又
『
本
朝
世
紀
』
の
休
日
等
の
記
載
も
注
目
さ

　
れ
る
（
山
田
英
雄
「
律
令
宮
入
の
休
日
」
（
『
続
律
令
國
家
と
貴
族
社
会
』
昭
和
五

　
三
）
参
照
）
。

⑬
『
北
山
抄
』
の
「
外
記
政
」
申
政
剋
限
は
『
延
喜
式
』
巻
十
一
太
政
官
に
規
定

　
す
る
弁
官
申
政
剋
限
に
一
致
し
て
い
る
。
猶
『
延
喜
式
』
が
弁
官
申
政
客
限
と
し

　
て
一
般
的
な
規
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
み
て
も
「
外
記
政
」
　
「
官
政
」
と

　
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
同
一
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑭
『
拾
詩
抄
』
中
「
未
」
・
申
謡
講
限
都
第
一
、
九
町
政
剋
限
。

⑮
『
台
記
別
記
』
（
増
補
議
事
大
成
本
）
久
安
三
年
四
月
一
日
条
、
等
。

⑯
『
西
宮
記
』
巻
七
、
政
了
退
出
儀
。

⑰
『
政
事
要
略
』
巻
廿
二
、
年
中
行
事
、
廿
二
、
八
月
上
、
定
官
申
考
。
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⑱
『
山
擁
記
』
（
増
補
史
料
大
成
本
）
長
寛
二
年
三
月
廿
九
日
条
。

⑲
『
西
宮
記
二
尊
七
、
外
記
政
。
猶
『
北
山
抄
』
巻
七
、
外
記
政
に
も
岡
様
の
記
述

　
が
み
え
る
。

⑳
　
ま
ず
「
法
政
」
B
鶴
間
で
同
一
の
作
法
を
分
ち
も
っ
て
い
た
’
こ
と
は
、
『
西
宮
記
』

　
巻
三
、
十
一
欝
列
見
に
「
申
文
（
中
略
）
上
卿
毎
二
申
了
一
云
縦
興
之
、
少
納
醤
誹
起
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唯
（
謎
以
下
略
）

　
（
中
略
）
請
印
了
退
出
、
鐙
望
廊
」
聖
注
蛍
雪
繋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
記
す
点
が
本
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
納
営
起
レ
整
稀
唯
鍛
昌
外
紀
儀
一
也
」

て
触
れ
た
定
番
の
場
合
に
対
応
す
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
又
A
型
・
B
一
間
で

も
共
通
の
作
法
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
　
『
台
記
別
記
』
久
安
三
年
四
月
｝
日
条

に
こ
の
日
永
く
絶
え
て
い
た
四
量
旬
「
官
政
」
を
一
上
た
る
左
大
臣
藤
原
頼
長
が

復
興
し
た
際
の
模
様
を
「
申
文
直
観
一
同
二
列
見
｝
（
簡
略
）
今
期
元
一
二
失
こ
と

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
（
藤
原
頼
長
に
よ
る
朝
儀
復
興
に
関
し
て
は

橋
本
義
彦
『
藤
原
頼
長
』
昭
和
三
九
、
参
照
）
。
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第
二
章
　
外
記
庁
・
「
外
記
政
」
の
成
立

第
［
節
　
太
政
官
候
庁
の
成
立
と
太
政
官
曹
司
庁

　
前
章
で
は
「
外
記
政
」
と
「
官
許
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
両
者
の
栢
違
は
聴
政
の
場
－
外
記
庁
と
太
政
曹
司
庁
の
性
格
の
相

違
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
こ
の
様
な
聴
政
の
場
の
性
格
の
栢
違
が
既
に
平
安
時
代
初
期
に
は

み
ら
れ
た
こ
と
を
、
当
該
期
の
平
安
宮
に
存
在
し
た
太
政
官
に
関
係
す
る
官
衙
の
性
格
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
し
、
そ
の
際
「
外

記
政
」
の
成
立
時
期
及
び
そ
の
理
由
を
も
あ
わ
せ
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
初
期
の
平
安
宮
に
存
在
し
た
こ
と
の
確
認
で
き
る
太
政
官
関
係
宮
衙
で
、
史
料
上
に
頻
出
す
る
の
は
太
政
官
電
撃
と
太
政
官
曹
司
庁

で
あ
る
（
〈
表
王
〉
参
照
）
。

　
ま
ず
太
敷
官
候
庁
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
太
政
官
候
庁
と
は
次
に
述
べ
る
諸
点
か
ら
外
記
候
庁
と
呼
ば
れ
た
官
衙
と
同

じ
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
太
政
官
候
庁
は
「
公
卿
」
が
「
常
敢
」
を
聴
く
場
で
あ
り
、
一
方
外
記
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

庁
で
の
公
卿
聴
骨
も
「
旧
儀
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
。
第
二
に
、
い
ず
れ
も
「
太
政
官
」
或
い
は
外
記
が
何
ら
か
の
村
象
に
候
す
る
庁
で
あ

っ
た
こ
と
、
等
の
諸
点
で
あ
る
。



「外記政」の成立（橋本）

〈蓑　正〉

田　　付i 官衙名｝ 記　　事　　内　　容 1典拠
藤
原
宮

（大宝元．6．癸卯

a銅2．4．壬午

　　　　　　　　　1
ｾ政青

賜譏I

内舎人二見

V羅使饗宴

）

神亀3．2．乙巳 官 諸選人引唱

天平13．3．辛丑 太政官（陶 怪（難波宮）

平 馨元籏戌 太政官田健〉o弁官曹司 橘奈良麻呂乱連坐者を勘間

〃元．7．戊午 太政官坊 （宣命中の語，庚戌条太政官院の言
い換え）

ク　2．9，28 外記所 考唱不参者を召す
r大日本古文
早x4巻323頁

〃　2．11．辛卯 乾政官院 大嘗
城 宝亀元．7．癸未 曹司（太政宮曹司力》 （太政官奏中の語句）

〃　2，11．癸卯 太政宮院 大嘗

ク　3．12．乙亥 弁官曹司（南門） 怪

ク　8．3，戊辰 大納言藤原魚名曹司 行幸

宮
〃　8．4．甲午 太政官内裏之庁 怪

（〃　8，5。己巳 太政宮 仲麻呂の乱以降内裏に置きし官印の ）

太政官への復澱

天応元．11．丁卯 太政官院 大嘗

延暦4．8．乙酉 太政官院（垣） 太秦幅出築垣により従五位下を受く

長 ク　5．7．丙午 太政官院 築造完成

〃　7．6．丙戌 官曹 議事（平城宮の「官曹」たることに
ついては第二章参照）

醐 ク　8．9．戊午 太政宮曹司 征東将軍らを勘問

〃12．12．乙巳朔 太政官曹 怪 r紀略』

～．7．22 f乍宮瞥司所 ～ r長剛20
宮

P．10．23 造大臣曹司所 史生等飯請求文革 〃　　84

P 大臣瞥司作所 ～ ク　212

大同4．3．己巳 弁官庁（弁官南門） 第二章参照

ク　5．8．己卯 太政官 修薬師法 r紀略』

弘仁3．12．15 外記曹司 ；召使上口は散位寮より番名を外記曹 r符宣』
司に申し給う

平 弘仁5．5．庚戌 太敷官府 怪 r紀略』

ク　5．～．　～ 官曹司 天皇遷御により3月5日宮内省にて r西』3
形見

〃　7。2．甲子 弁齪洞 禁中修造により遷御 r紀略』

〃12．11．4 外記曹司 外記曹司に光き正親司なる皇親籍等 r符宣』

安 一都を官祈とす

〃13．4．27 太致官候庁 第二章参照 r符宣』

〃14．7．23 弁官庁 定 r西』5

天長2。2．己丑
｛右大臣外曹司町大納言休息局 右大臣外曹司町北方公地に大納言休

ｳ局を造る
r紀略』

宮 〃　8．5．2 造二二所 太政官史生1人散す r符宣』

ク　9，5．甲午 太政官庁事 郡 r紀略』

承和3．5．庚戌 弁官恵（策力）庁 怪

〃　6．10．1 太政官庁 聴政 晒』6裏
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平

安

宮

承和7、8，9

！i　9．　7．　15

〃　　9．10．小門

i！　9．　10．　7

〃11．9．庚申

1！　15．　4．1

仁寿元．2．11

〃　3．10．乙未

ix　4．　11．　15

斉衡3．4．辛丑朔

〃　3．8．丁丑

天安2，7．丙戌

〃　2．10．己丑

〃　2．12．庚子

貞観元．4．庚子

〃元．5．乙丑

〃
〃
！！

！1

〃
〃
l
l

〃
〃
ク
！一

！1

〃
〃
〃
〃
〃
〃
1！

〃
〃

！1

〃
〃
〃

〃
〃
〃

2．2．壬辰

2，4，口証

2．5，乙亥

3．4．己未

3．5．壬寅

4，4，癸丑

4．5．丁亥

4．8．丁未

5．4．丁未

5．5．庚午

6，4，自認

7．4，乙丑

7．5．乙未

7．8，乙丑

7．8．己丑

7．9．丁丁

7．10．己酉朔

7．10．丁要P

7．11．出場

8．4，己丑

8．4，乙未

8．　4．　14

8．4．己亥

8．5，丙寅

8，9．甲子

9．2．辛巳

9．4．甲申

9．5．癸亥

太政官庁

弁官庁

外記庁（大納言座）

弁官

外記曹司庁

官庁

太政官

太政官庁

外記庁

弁官庁

太政官庁

太政官庁（版位）

太政官曹司庁

外記候庁

太政官曹司庁

太政宮曹司庁

太政官瞥司庁

外記候庁

太政官蕾司庁

太政官曹司庁

太政官曹司庁

太政宮曹司庁

太政官曹司庁

太政官曹司庁

太政宮曹司庁

太政官曹司庁

太政宮曹司庁

太政官曹司庁

太政官曹司庁

太政官曹司庁

太政官曹司庁

太政官

庁事

太政官愚図

太政官｛外記候礎（＝本局）
太政宮曹司庁

弁官

外記（軒廊＝＝西廊）

太政官候庁（南廊）

太政官曹司庁

太政宮曹司庁

太政官啓司庁

太敷宮曹司庁

太政宮曹司庁

右大臣源卿初伝着庁

定

怪

定

怪

聴政

列

怪

曲射

怪

怪

怪

公卿就かず（戊子朔日蝕、「官政jA

l
粛

第二章参照i
位

有穣大稼

転倒により読経
　　　」
三国ヨを限B転読開始

郡

悩天門の変に際し文武首官を会し宜
制

列

席

郡

r西』3裏
r政事要略』

巻27

r西』4

r西』6裏

晒』3裏

r符宣』

r兵範記』
仁安2．7．lG条
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「外記政」の成立（橋本）

平

安

宮

37

貞観9．10．辛巳

〃10．2．乙亥

ク　12．2．己丑

ク13．正．29

ク13．6．壬辰

ク13．6．乙未

〃13．7．癸亥

〃　 14．　3，丁ヨヨ：

〃　　14．　4．庚子朔

〃15．4．辛亥

ク　　15．10．庚子

〃15ほし甲子

〃17．4．卯辰
〃　　17．　6．乙ダ「l

ii　17．　8．　11

！！　17．　8．　12

〃17．10．田楽

〃18．11．庚辰

元慶元．4．己亥

ク
〃
〃
ク
〃
　
〃
　
〃
〃
　
〃
〃
〃
ク
〃
〃
ク
〃
〃

　
考
ク
仁
“

ク
　
〃
ク

　308（

2．4．庚辰

2．5．壬寅

3．4．甲戌

4，4．戊戌

4．12．戊戌

5．2．己丑

5．2．己亥

5，4．ヨ三辰

5．7．己巳

5．12．壬午

6．4．丁亥

6．8．戊辰

7．4．辛亥

8．4．乙巴

8．6．甲午

8．6．乙亥

8．6．己酉

　4．己巳

2．2．辛酉

2，4．丙辰

2．4．甲子

2．5．甲午

太政官風雨（版）

太政官曹司庁

太政火臣内裏直盧

官庁

太政官黒田

太政官嫉庁

太僻目国酒

太政大臣禁中直盧

太政大臣禁中直盧

太政官曹司庁

太政宮（弁官臣事）

太政官候庁｛太政官曹司庁
太政官黒田庁

太政官曹司庁（南門）

庁（版位，田所）

東庁

太政官候庁

太政官曹司束庁

太政官曹司庁

太政官曹司庁

太政官曹司庁

太政官

太政官曹司庁

太政官候庁
（m外記庁）

太政官候庁

太政官曹司庁

太政大臣直盧
（：職院）

太政官曹司庁

太政官曹司庁（版位）

太政官曹司庁

太政官曹司几

右大臣曹司

太政官曹司庁

太政官曹司庁

官庁

太政官候庁

太政三曹司庁

太政官曹司庁

太政官曹司庁

参議左大弁藤原山蔭
二宮曹司

太政宮曹司庁

太露国懸口庁

怪

列

太政大臣朝服を脱却

除目下名

怪

怪

怪

2月25日より出でて私第に在り（愚
単子）

これより先禁中直慮にて病発す

位

怪

｝第璋鐸

覆
禅定考

轟

轟
灘
篶
政

菌畳を撤却し，侮子床子を施し常に
復す

列

弁大夫をして始て庶政を白さしむ

位

怪

怪

位

日本紀尭宴

位

位

（宣命中の語句）

左大臣聴政

郡

位

列

怪

位

記

『西』2

r西』5

『西』5

（iltn311裏ニ
モfi＝L）



平
安
宮

仁湘2．12．壬申

〃　3．2．乙卯

〃　3．4．戊辰

〃　3．6．戊辰

外記候庁

太政宮曹司庁

太政宮曹司庁

太政宜曹司庁

罪人位記を鍛つ

列

位：

郡

註：記薯内容瀾の略号は，ee＝＝怪異拝察，列＝列見，位＝成選位記召給，郡＝郡司召，定＝官中

　　定考。典拠欄の略号は，『紀略』≒『R本紀略』，『西』＝＝『西宮記』（『西』3裏は巻三裏省を蓑わ

　　す），r符宣』麗r類聚符宣抄』，　r長瞬』＝長岡京出土本簡釈文一覧糞（r長岡京』15号）。猶典

　　拠欄空欄はr続日本紀』以降の五国史に拠る。

〈表　ll＞

磐式｛
典 拠 母式暢劇 L

、
タ 拠 瞳・場

列

見

位

記

召

ム
ロ

う
噌
か

郡

司

召

弘仁式部式・諸司長上成選人列
見太敷官

r儀式』巻9二月十一H列見成選
主典已上儀

『延喜式諏巻19式部下・十一日諸
司長k成選人列見太政宮

　ク　巻21雅楽察

　〃　巻30火蔵省
『西富認』巻3十一B列見

r北山抄』巻7列見事

『二日本紀』神亀5年2月四周条

弘仁式部式・授二選位記

『儀式』巻9四月十五日二成選位
記儀

r延喜式』巻11太政官

　ク　巻18式部上

　ク　巻19式部下・十五霞授
　　　　　成選位記

　〃　巻38掃部寮
r西宮記』巻3位記召給

冒北山抄』巻7位上司給

弘仁式部式・叙任諸圏郡司口少
領

『儀式』巻9太政官曹司庁叙任郡
一儀

r延醤式』巻11太政官

　〃　巻18式部上
　〃　　　巻19式都　ド・irv．・H≡言養国

郡司大盤領

『西宮記』巻3

r北山抄』巻7任郡司

弁　　官

庁

弁　　宮

（太政官曹司庁）

馬
料
文

季
禄
文一

　
　
　
ヒ

官
官
曹
卿

政
政
館
靴

太
太
太
司
・

　
　
一
，

庁（朝堂）

洋

弓習二二

　
　
　

無
目
堂

　
司
朝
曹
軟
官

一
（

太政官庁

官

曹司庁
♪
■

太政官曹
司庁

太政官
（朝　　堂）

　　？

酵宮曹）

縛贈）

考
選
目
録

弘仁式部式・諸司進馬料文井給

『儀式』巻9正月廿二日賜馬料儀

『延穣式』巻19式部下・諸司進馬
料文井給

弘仁式部式・諸司進禄文井給

『儀式』巻9：二月十日春夏季禄条

r延穫：式』巻12中務省

　〃　巻19式部下・諸司進禄
文井目

弘仁式部式・考選目録申太政官

難翻意目於轍館
r延喜式』巻19式部下・二月十日
考選目録申太政官

勤
勤
庁
勤

㌔
朝
α
懲
朝

（
一
（

（朝　堂）｛
瞥司庁
（朝　　堂）

（朝　　堂）

（朝　堂）｛
啓司庁

（朝堂～）

太政官庁

（朝堂？）

註：「儀式の場」欄（）を附したものは儀

　　式内容より推定したもの。

38　（804）



「外記敷」の成立（橋本）

　
こ
の
様
に
太
政
官
候
庁
と
は
、
O
公
卿
が
太
政
官
の
「
尋
常
政
」
を
聴
く
場
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
◎
外
記
に
と
っ
て
は
「
本
局
」
と
も
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ば
れ
る
、
外
記
の
直
侍
・
指
す
べ
き
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
㊤
更
に
宮
内
で
は
内
裏
葉
辺
「
帝
宮
建
茅
門
東
」
に
位
置
し
て
い
た
こ

と
が
注
意
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
太
政
官
喪
亡
の
性
格
、
即
ち
「
太
政
官
」
一
外
記
が
直
情
・
聴
す
る
対
象
及
び
そ
の
理
由
は
何
処
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
に
は
次
の
事
例
が
参
考
と
な
る
。

　
貞
観
七
（
八
六
五
）
年
、
清
和
天
皇
が
東
宮
か
ら
内
裏
へ
遷
御
す
る
為
に
一
時
太
政
官
曹
司
庁
へ
移
御
し
た
こ
と
に
よ
り
、
以
後
暫
く
の
閲
公

卿
達
は
中
務
省
庁
事
で
「
尋
常
政
」
を
聴
く
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
少
納
言
・
外
記
の
「
候
処
」
が
遷
御
当
日
中
務
省
へ
と
移
直
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

そ
の
後
天
皇
が
太
政
官
曹
司
庁
よ
り
内
裏
へ
遷
御
す
る
と
同
時
に
外
記
は
「
本
局
」
へ
と
帰
還
し
て
い
る
。
こ
の
遷
御
に
と
も
な
う
外
記
「
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

処
」
の
移
直
に
つ
い
て
『
日
本
三
代
実
録
』
編
纂
者
は
「
取
三
於
近
二
業
在
所
こ
る
為
で
あ
る
と
説
明
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
来

公
卿
に
よ
る
聴
政
の
場
・
外
記
の
「
上
質
」
は
天
皇
の
宮
内
で
の
移
動
と
は
一
応
関
り
な
く
常
に
一
定
で
あ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
に
も
関
ら

ず
、
　
『
日
本
三
代
実
録
』
編
纂
者
は
こ
れ
ら
を
天
皇
の
宮
内
で
の
移
動
と
関
係
付
け
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
の
編
纂
老
の
考
え
方
が
当
時
の
事
実
乃
至
は
そ
れ
に
基
づ
く
認
識
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
右
の
事
例
か
ら
次
の
諸
点
を
確

認
し
う
る
。
第
一
に
、
太
政
官
候
庁
成
立
の
契
機
が
推
測
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
少
納
言
・
外
記
が
天
皇
の
御
在
所
（
内
裏
）
に
近
く
直
す
べ

き
必
要
か
ら
、
彼
ら
の
直
侍
す
べ
き
場
が
内
裏
に
近
い
位
置
に
太
政
官
候
庁
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
。
そ
し
て
第
二
に
、
こ
の
こ
と
は
外
記
が

蔑
す
る
対
象
が
天
皇
（
内
裏
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
第
三
に
公
卿
聴
政
が
内
裏
近
く
に
成
立
し
た
太
政
官
候
庁
を
選
ん
で
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
事
情
が
生
じ
た
こ
と
、
即
ち
公
卿
が
天
皇
（
内
裏
）
と
極
め
て
緊
密
な
関
係
を
日
常
的
に
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
こ
の
様
に
太
政
官
候
庁
の
成
立
及
び
そ
こ
で
の
公
卿
聴
政
の
成
立
を
把
え
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
次
に
は
右
の
諸
点
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な

検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
改
め
て
や
や
異
っ
た
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
前
提
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
太
政
官
候
庁
成
立
時
期
の
問
題
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
ず
次
に
掲
げ
る
史
料
に
注
目
し
た
い
。
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太
政
官
候
騰
成
、
野
離
在
職
帝
親
筆
帯
芝
東
ハ
大
臣
已
下
聴
二
尋
常
政
一
之
虚
也
、
算
置
雪
後
積
レ
代
破
損
、
単
三
木
工
寮
透
編
修
理
ハ
先
レ
是
、
大
臣
已
下
於
菖

　
　
太
政
宮
曹
司
鷹
一
観
レ
事
、
今
田
始
就
昌
叢
論
ハ
公
卿
下
墨
五
位
已
上
並
侍
、
終
日
半
円
極
レ
敷
而
止
、
以
昌
厨
家
及
大
幅
省
銭
一
給
昌
預
レ
席
者
一
婦
有
レ
差
、

　
こ
れ
は
、
貞
観
十
五
年
太
政
官
候
庁
の
修
理
が
完
了
し
良
政
の
場
が
太
政
官
曹
司
庁
よ
り
太
政
官
候
庁
へ
と
戻
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、

太
政
官
候
庁
が
修
理
に
及
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
「
六
籍
之
後
積
レ
代
破
損
」
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
「
始
置
」
の
時
期

を
直
ち
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
積
レ
代
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
清
和
天
皇
以
前
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
或
い
は
平
安
宮
遷
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

後
一
定
の
時
間
を
竃
い
て
新
た
に
門
始
置
」
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
次
に
太
政
官
候
庁
に
関
し
て
最
も
時
期
の
遡
る
史
料
に
つ
い
て
み
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
五
位
外
記
不
レ
起
レ
座

　
　
右
大
臣
宣
、
辮
官
於
二
太
政
官
候
鷹
一
申
γ
政
之
時
、
慮
分
已
下
軍
体
昌
穂
唯
一
者
五
位
已
上
不
レ
得
昌
更
立
ハ
但
特
被
二
指
問
一
及
有
レ
所
レ
申
者
不
レ
在
串
此
限
↓

　
　
其
外
記
井
史
幣
漏
五
位
一
者
亦
同
焉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
仁
十
三
年
四
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
大
外
記
坂
上
忌
寸
今
継
暑

　
こ
れ
は
単
に
太
政
官
候
庁
の
初
見
史
料
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
　
「
外
記
政
」
の
成
立
に
関
し
て
も
極
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
　
「
庭

分
巴
詑
共
可
篇
穗
唯
一
者
五
位
已
上
不
レ
得
二
更
立
こ
と
あ
る
個
所
に
注
目
し
た
い
。
　
こ
れ
は
、
第
一
章
で
指
摘
し
た
外
記
庁
に
於
け
る
「
外
記

政
」
で
上
卿
が
弁
官
申
文
に
与
奪
1
1
処
分
す
る
時
、
弁
・
少
納
言
は
「
乍
レ
居
」
1
1
「
不
レ
得
m
㎜
更
立
一
（
不
レ
起
レ
座
）
」
称
唯
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
た
の
と
全
く
同
一
の
作
法
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
弘
仁
十
三
（
八
二
二
）
年
に
弁
官
申
文
の
際
の
称
唯
作
法
に
つ
い
て
、
太
政
官
候

庁
に
於
い
て
は
従
来
と
は
異
る
作
法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
こ
の
こ
と
は
、
太
政
官
候
庁
で
の
公
卿
聴
政

が
従
来
と
は
異
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
、
即
ち
「
外
記
政
」
と
し
て
独
自
に
制
度
的
に
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
唯
こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
こ
の
時
か
ら
太
政
官
候
庁
で
の
公
卿
聴
政
が
開
始
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
、
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恐
ら
く
は
す
で
に
こ
の
時
以
前
太
政
官
候
鳥
で
の
聴
政
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
弘
仁
十
三
年
宣
旨
に
よ
る
措
置
は
、
太
政

官
愈
愈
で
の
聴
政
を
他
の
場
（
恐
ら
く
は
太
政
官
曹
司
庁
）
に
於
け
る
聴
政
と
作
法
の
上
で
区
別
し
略
儀
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
く
と
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
こ
と
は
如
何
な
る
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
今
一
つ
史
料
に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る

太
政
官
関
係
の
官
衙
で
あ
る
太
政
官
曹
苅
庁
の
性
格
を
解
明
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
太
政
官
曹
司
庁
に
関
し
て
は
約
そ
の
宮
衙
と
し
て
の
構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
e
南
門
を
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
所
調
院
の
構
造
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
周
囲
に
築
地
等
が
緯
っ
て
い
た
こ
と
、
⇔
太
政
官
曹
司
庁
に
は
「
東
嶺
」
な
る
建
物
の
存
在
が
知
ら
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
太
政
官
曹
司
庁
内

部
に
は
西
庁
等
の
存
在
も
想
定
さ
れ
、
そ
の
詳
細
な
配
置
・
建
物
数
は
確
め
ら
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
複
数
の
建
物
が
院
内
部
に
配
置
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
い
た
こ
と
、
⇔
「
弁
官
庁
事
」
な
る
弁
官
に
関
わ
る
建
物
も
太
政
官
に
包
摂
さ
れ
て
存
在
し
た
こ
と
、
等
が
指
摘
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
と
こ
ろ
が
時
代
を
遡
っ
て
み
る
と
『
日
本
後
紀
』
に
は
次
の
様
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
縁
レ
修
扁
宮
殿
ハ
欲
三
暫
御
二
於
辮
官
聴
輔
而
役
夫
一
人
自
昌
辮
宮
南
門
川
墜
死
、
野
鼠
焉
、

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
O
初
期
の
平
安
宮
に
は
「
春
潮
臨
」
と
呼
ば
れ
る
弁
宮
に
譲
る
官
衙
が
存
在
し
、
◎
「
辮
官
稲
」
が
太
政
官
曹
司
庁
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

様
に
院
構
造
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
「
辮
官
南
門
」
の
存
在
か
ら
知
り
う
る
。
⇔
更
に
こ
の
「
辮
官
聴
」
に
は
複
数
の
建
物
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
当
然
問
題
と
な
る
の
は
こ
の
「
辮
官
立
」
と
先
に
み
た
太
政
官
曹
司
庁
と
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
点
か
ら
考
え
て
同
蝋
の
官
衙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
二
月
十
一
日
に
行
わ
れ
る
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

見
の
儀
式
の
場
に
つ
い
て
、
　
『
延
喜
式
』
は
あ
る
個
所
で
は
弁
官
と
し
な
が
ら
、
別
の
個
所
で
は
太
政
官
と
し
て
い
る
こ
と
、
又
同
じ
臆
見
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

場
を
後
の
公
事
の
書
等
は
い
ず
れ
も
太
政
官
曹
司
庁
と
記
し
て
い
る
こ
と
（
〈
表
H
＞
参
照
）
、
更
に
は
実
際
貞
観
年
間
以
後
列
見
は
太
政
官
曹
司

庁
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
（
〈
衷
1
＞
参
照
）
、
等
に
よ
る
の
で
あ
る
。

41 （807）



　
そ
れ
で
は
何
故
に
太
政
官
曹
司
庁
が
、
　
「
辮
官
鷹
」
と
い
う
広
義
の
太
政
官
を
構
成
す
る
一
部
局
で
あ
る
弁
官
の
称
を
以
っ
て
呼
ば
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
二
つ
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
は
説
明
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
一
に
は
、
平
安
宮
に
於
け
る
太
政
官
曹
司
庁
成
立
の
歴
史
的
事
情
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
論
は
控
か
え
る
が
、
平
城
宮
で
は
二

つ
存
在
し
た
太
政
官
関
係
の
官
衙
が
、
長
岡
宮
或
い
は
平
安
宮
に
於
い
て
太
政
官
曹
司
庁
に
一
本
化
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
際
宮
内
に
於
け
る
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

置
が
平
城
宮
で
の
弁
官
曹
司
を
踏
襲
し
た
こ
と
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
、
太
政
官
曹
司
庁
が
「
辮
登
臨
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
事
態
、
即
ち
太
政
官
の
公
卿
及
び
少
納
言
・
外
記
が
太
政
官
曹
司

庁
か
ら
次
第
に
と
お
ざ
か
り
、
そ
こ
が
主
と
し
て
弁
官
執
務
の
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、
当
然
太

政
官
候
庁
の
成
立
及
び
そ
こ
に
於
け
る
公
卿
聴
政
の
開
始
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。

　
さ
て
後
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
触
れ
た
貞
観
七
年
の
清
和
天
皇
太
政
官
遷
御
に
於
け
る
弁
官
の
動
向
か
ら
確
認
で
き
る
。
即
ち
天
皇
の
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

御
に
先
立
ち
左
右
弁
官
が
太
政
官
か
ら
宮
内
省
へ
と
移
直
し
て
い
る
事
実
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
太
政
窟
曹
司
庁
に
日
常
的
に
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

執
務
し
て
い
た
の
は
弁
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
太
政
官
曹
司
庁
に
つ
い
て
は
、
弁
官
が
日
常
の
執
務
の
場
と
し
て
い
た
こ
と
の
外
に
、
列
見
・
郡
司
召
・
位
記
下
給
・
定
考
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

い
う
儀
式
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
〈
蓑
1
＞
参
照
）
、
更
に
は
す
で
に
日
常
的
な
公
卿
聴
政
の
場
と
し
て
の
機
能
を
停
止
し
て
い
た

こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　
以
上
初
期
平
安
宮
に
於
け
る
太
政
官
関
係
の
官
衙
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
e
太
政
官
曹
司

庁
は
既
に
碍
管
的
な
公
卿
聴
政
の
場
た
る
機
能
を
停
止
し
、
弁
官
だ
け
が
日
常
的
に
執
務
す
る
所
と
な
り
、
儀
式
の
場
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
、

⇔
こ
の
こ
と
に
応
じ
外
記
直
侍
の
場
と
し
て
成
立
し
た
太
政
官
候
庁
が
日
常
的
公
卿
聴
政
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
先
に
留
保
し
て
お
い
た
問
題
、
即
ち
弘
仁
十
三
年
宣
旨
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
既
述
の
如
く
弘
仁
十
三
年
宣
旨
は
制
度
的
に
「
外
記
政
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
が
、
そ
れ
で
は
何
故
に
公
卿
聴
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政
に
際
し
て
と
ら
れ
る
平
静
作
法
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
太
政
官
候
庁
と
称
唯
作
法
の
上
で
区
別
さ
れ
よ
り
厳
格
な
作
法
の
励
行

を
要
求
さ
れ
た
の
が
太
政
官
曹
司
庁
に
於
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
間
違
い
な
い
と
す
れ
ば
、
太
政
官
候
庁
と
太
政
官
曹
司
庁
を
こ
の
様
な
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
両
老
の
揚
と
し
て
の
性
格
に
於
い
て
で
あ
り
、
即
ち
太
政
官
曹
司
庁
を
儀
式
の
場
、
太
政
官
候
庁
を
日
常
的
公

卿
聴
政
の
場
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
が
弘
仁
十
三
年
宣
旨
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
弘
仁
十
三
年
と
い
え
ば
嵯
峨
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

皇
に
よ
る
儀
式
整
備
が
一
応
完
成
す
る
時
点
で
あ
り
、
太
政
官
曹
司
庁
・
太
政
官
候
庁
の
こ
の
急
な
位
概
付
け
ば
こ
の
こ
と
に
伴
う
措
置
で
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

①
　
『
日
本
三
代
実
録
』
天
安
一
一
年
十
二
月
十
三
日
・
貞
観
十
三
年
六
月
十
七
日
・

　
元
慶
四
年
十
二
月
十
九
日
の
各
条
。

②
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
三
年
六
月
十
七
日
・
七
月
十
一
日
の
各
条
。

③
　
『
顕
露
三
代
実
録
』
貞
観
十
五
年
十
一
月
三
日
条
。
こ
の
こ
と
か
ら
太
政
官
候

　
庁
が
第
一
章
で
触
れ
た
「
外
記
政
」
の
場
で
あ
る
外
記
庁
に
絹
当
す
る
こ
と
が
知

　
ら
れ
る
（
〈
図
〉
参
照
）
。
猶
、
こ
こ
で
は
更
に
外
記
庁
に
は
蕩
門
が
あ
り
、
内
裏

　
の
建
春
門
に
向
か
っ
て
門
が
朋
か
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
（
外
記

　
庁
の
構
造
・
位
置
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
裏
松
光
世
『
大
内
裏
図
考
証
』
巻
第

　
二
十
一
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

④
　
　
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
八
月
十
二
臼
・
十
七
日
・
廿
一
日
・
九
月
九
目

　
・
十
月
朔
・
十
九
日
・
十
一
月
四
日
の
各
条
。

⑤
　
『
日
本
三
代
実
録
隔
貞
観
七
年
八
月
廿
一
日
条
。

⑥
　
時
期
的
に
は
下
る
が
、
外
記
が
天
皇
の
移
動
に
と
も
な
い
直
倦
の
揚
を
移
す
べ

　
ぎ
だ
と
の
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
実
際
に
移
直
し
た
事
実
を
示
す
興
味
深
い

　
審
例
が
知
ら
れ
る
。
史
料
の
所
在
だ
け
を
指
摘
し
て
お
け
ば
、
『
小
右
記
』
（
大
日

　
本
吉
記
録
本
）
長
潤
三
年
二
月
十
三
日
条
、
　
『
本
朝
世
紀
』
仁
平
元
年
十
】
月
九

　
日
条
で
あ
る
。

⑦
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
五
年
十
一
刃
三
蔵
条
。

⑧
と
こ
ろ
が
こ
の
様
に
考
え
る
に
は
次
に
掲
げ
る
二
つ
の
史
料
が
一
応
障
害
と
な

　
る
σ

　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
三
七
）

　
A
、
　
『
百
錬
抄
』
安
貞
元
年
四
月
廿
二
日
中
、

　
　
　
（
前
略
）
未
剋
有
レ
火
、
土
御
門
二
町
邊
也
、
東
風
頻
吹
、
火
延
白
岩
大
内
↓
承

　
　
　
久
生
蕃
之
後
僅
新
立
之
殿
舎
葺
二
檜
皮
［
敷
二
山
屋
一
鶴
以
轟
轟
灰
燈
↓
外
記
麗

　
　
　
錐
レ
免
二
除
焔
一
結
政
・
南
所
行
焼
了
、
遷
都
以
後
未
ゾ
焼
網
所
用
（
以
下
略
）

　
B
、
『
続
開
拾
遺
和
歌
集
臨
中
原
師
光
作
歌

　
　
　
外
記
庁
の
結
政
座
に
古
宮
の
は
し
ら
の
い
ま
に
の
こ
れ
る
を
ま
つ
り
ご
と
の

　
　
　
つ
い
て
に
見
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
雄
蕊
朝
臣

　
　
　
い
に
し
へ
の
　
な
ら
の
み
や
こ
の
宮
柱
　
こ
の
か
た
な
し
に
　
な
ほ
の
こ
る

　
　
　
か
な

　
A
・
B
い
ず
れ
も
結
政
所
（
弁
官
た
ち
が
「
外
記
政
」
に
諮
る
べ
き
輝
輝
を
そ
れ

　
に
先
立
っ
て
整
理
す
る
結
政
に
従
う
場
で
、
外
記
庁
と
哲
廊
で
結
ば
れ
て
い
た
）

　
が
平
安
遷
都
と
岡
時
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
、
或
い
は
平
城
宮
の
柱
を
部
材
と
し
て

　
用
い
た
こ
と
を
述
べ
、
あ
た
か
も
結
政
所
（
更
に
は
外
記
庁
）
が
平
安
澄
都
と
同

　
蒔
に
又
は
平
城
宮
の
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
か
の
感
を
与
え
る
が
、
果
し
て
そ

　
う
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
も
時
代
の
下
る
史
料
で
あ
る
上
に
（
『
続
後
拾
遺
和
歌
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集
』
は
嘉
暦
元
（
一
一
ニ
ニ
六
）
年
の
成
立
）
、
い
ず
れ
も
そ
の
時
点
に
於
い
て
は
そ

　
の
建
物
が
結
政
所
と
し
て
利
粥
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
遷
都
当

　
初
よ
り
結
政
所
と
し
て
建
て
ら
れ
用
い
ら
れ
て
い
た
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
又
結

　
政
所
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
解
明
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
謎
⑳
で
述
べ
る

　
如
く
外
記
庁
の
成
立
に
お
く
れ
、
或
い
は
貞
観
年
間
を
下
る
の
で
は
あ
る
ま
い

　
か
。

⑨
『
類
聚
等
等
抄
』
第
六
、
外
記
職
ぷ
。
猶
、
漸
訂
増
補
圏
史
大
系
本
校
訂
者
は

　
「
緋
官
学
二
太
政
官
｝
候
レ
聴
申
レ
政
之
時
」
と
訓
じ
て
い
る
が
、
本
文
の
如
く
に
改

　
め
た
。

⑩
末
書
旨
で
新
た
な
称
唯
作
法
の
実
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
「
五
位
已
上
」
が
少
納
言

　
・
弁
の
総
称
で
あ
る
こ
と
は
、
但
書
に
「
其
外
記
井
史
帯
二
五
位
一
者
亦
同
」
と
あ

　
る
こ
と
か
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。
猶
、
養
老
令
宜
位
田
に
よ
れ
ば
、
太
政
官
を
構
成

　
す
る
官
人
で
五
位
已
上
を
帯
す
る
の
は
、
墨
描
官
を
除
く
と
少
納
言
と
弁
だ
け
で

　
あ
り
、
こ
の
点
は
以
後
も
法
量
的
に
は
変
更
は
な
い
。

⑪
　
　
『
R
川
本
一
二
代
実
録
』
貞
鱒
脚
十
九
年
｛
ハ
n
月
四
n
口
条
。

⑫
『
日
華
二
代
実
録
』
貞
観
十
八
年
十
一
月
七
日
条
。

⑱
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
五
年
十
月
九
日
条
。

⑭
　
『
日
本
後
紀
』
大
同
四
年
三
月
己
巳
条
。

⑮
『
就
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
五
月
闇
戌
条
。

⑯
『
延
喜
式
』
巻
十
九
式
都
下
。

⑰
『
延
喜
式
』
巻
廿
一
雅
楽
節
及
び
巻
冊
大
蔵
省
。

⑱
『
西
宮
記
』
巻
三
、
十
一
日
列
晃
、
『
北
山
抄
』
巻
七
、
列
晃
事
、
等
。

⑲
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
煩
壌
な
論
証
は
省
略
し
要
点
だ
け
を
述
べ
て
お
く
こ
と
と

　
し
た
い
（
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
は
〈
表
1
＞
参
照
の
こ
と
）
。

　
e
先
ず
平
城
宮
に
於
け
る
太
政
官
関
係
の
官
衙
と
し
て
は
、
①
朝
堂
院
の
庁

　
　
（
太
政
官
庁
と
弁
官
庁
）
②
太
政
官
院
（
太
政
官
曹
司
）
③
弁
官
曹
司
を
想
定

　
　
し
う
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
問
題
と
な
る
の
は
②
③
の
闘
係
で
あ
る
。
　
『
続
霞

本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
七
月
庚
戌
条
は
橘
奈
良
麻
呂
の
乱
に
連
坐
し
た
者
達
の

勘
間
に
関
す
る
記
事
を
載
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
勘
聞
日
記
の
様
な
乱

と
ほ
ぼ
同
年
代
の
資
料
に
墓
く
記
事
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
記
事
の
中
で
明

確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
太
政
官
院
と
弁
官
曹
司
は
各
々
別
の
宮
衙
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
帯
域
背
鰭
第
3
8
・
4
0
次

発
掘
調
査
で
第
二
次
内
裏
菓
方
に
検
出
さ
れ
た
博
積
碁
壇
建
物
を
中
心
と
し
周

囲
に
築
地
を
競
ら
せ
た
院
構
造
を
と
る
遺
構
群
（
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年

報
』
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
・
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
）
で
、
太
政
官
に
比

定
或
い
は
想
定
さ
れ
て
い
る
（
佐
藤
興
治
「
平
域
京
と
平
城
宮
」
（
『
都
城
』
昭

和
五
二
）
、
等
）
。
そ
の
位
澱
が
平
安
宮
で
の
外
記
庁
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
が

注
意
さ
れ
る
。
　
（
猶
こ
の
遺
構
群
の
場
合
は
南
面
築
地
に
正
門
と
考
え
ら
れ
る

門
を
葺
い
て
い
る
が
、
外
記
庁
で
は
洒
門
が
正
門
に
当
っ
て
い
る
（
註
③
参
照
）
。

こ
の
こ
と
は
、
外
記
庁
が
本
来
外
記
の
候
処
で
あ
り
内
裏
を
意
識
し
て
設
鍛
さ

れ
た
の
に
対
し
、
こ
の
遺
構
群
は
一
応
内
裏
を
意
識
せ
ず
独
立
し
た
太
政
官
の

曹
司
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
）
　
こ
の
遺
構
群
は
そ
の

官
衙
遺
構
の
特
殊
性
か
ら
み
て
（
佐
藤
興
治
前
掲
論
文
）
②
の
太
政
宮
院
に
あ

た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
③
の
弁
官
曹
司
が
的
門
近
辺
に
位
置
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
（
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
十
二
月
乙
亥
条
）
、
今
、
的
門
の

位
置
を
平
安
宮
と
の
関
連
で
東
擁
南
門
と
考
え
る
と
、
平
安
宮
で
の
太
政
官
警

司
庁
に
相
当
す
る
位
置
に
比
定
す
る
こ
と
が
可
鮨
と
な
ろ
う
。
こ
の
様
に
②
③

の
関
係
を
考
え
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
ま
ず
注
昌
さ
れ
る
の
は
朝
賞
院
に
於
け
る

太
政
官
庁
と
弁
官
庁
の
位
置
関
係
と
②
③
の
そ
れ
と
が
き
わ
め
て
類
似
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
朝
堂
の
座
の
配
置
と
宮
内
で
の
曹
司
の
位
置
闘
係
に
つ
い
て

は
す
で
に
岸
俊
男
「
鯛
堂
の
初
歩
的
考
察
」
（
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
山
立

一嵩

¥
五
周
年
記
念
』
昭
和
五
十
）
が
注
目
さ
れ
、
特
に
弁
官
庁
の
位
雌
が
律
令

鋤
太
政
官
の
成
立
過
程
を
反
映
す
る
も
の
と
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、

先
に
指
摘
し
た
様
に
②
③
の
並
存
、
翼
に
は
②
③
相
互
の
位
羅
関
係
が
朝
堂
院
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で
の
太
政
官
庁
・
弁
官
庁
の
闘
係
に
類
似
し
て
い
る
と
な
る
と
、
奈
良
時
代
に

　
於
て
も
な
お
太
政
官
と
弁
官
が
各
々
独
立
的
様
絹
を
も
っ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

⇔
　
平
安
宮
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
述
べ
た
様
に
、
当
初
の
プ
ラ
ン
で
は
①
朝
堂

　
院
の
太
政
官
庁
（
昌
福
堂
）
・
弁
官
【
庁
（
…
輝
章
堂
）
②
太
政
官
曹
司
．
庁
が
存
在
し

　
た
が
、
後
③
太
政
官
候
庁
が
②
か
ら
分
難
独
立
し
て
成
立
し
た
。
即
ち
、
当
初

　
平
安
宮
で
は
平
城
宮
に
於
け
る
②
太
政
宮
院
と
③
弁
官
曹
司
と
を
統
合
し
た
太

　
政
官
曹
司
庁
だ
け
が
太
政
官
の
警
司
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
先

　
に
み
た
如
く
そ
の
位
置
が
平
域
宮
で
の
③
弁
官
曹
司
を
踏
襲
し
た
為
に
太
致
官

　
曹
司
庁
を
弁
宮
革
新
と
弁
官
の
称
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
の
で

　
あ
ろ
う
。

⇔
　
そ
れ
で
は
、
平
城
宮
と
平
安
宮
の
問
の
宮
で
あ
る
長
岡
宮
は
如
何
様
で
あ
っ

　
た
の
だ
ろ
う
か
。
長
岡
宮
に
つ
い
て
は
太
政
官
院
　
（
太
政
宮
曹
司
）
が
知
ら

　
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
注
匿
す
べ
き
は
、
延
暦
五
年
太
政
官
院
の
完
成
に
よ
り

　
「
百
官
始
就
二
覇
座
こ
（
『
続
日
本
紀
』
延
暦
五
年
七
月
丙
午
条
）
い
た
と
あ
る

　
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
太
政
官
院
が
朝
堂
院
よ
り
も
後
に
完
成
し
て

　
　
い
る
こ
と
、
太
政
官
院
の
完
成
は
百
官
が
朝
堂
の
座
に
つ
い
て
祝
う
ほ
ど
慶
賀

　
　
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
長
岡
宮
太
政
官
院
は
平
城
宮
の
そ
れ

　
　
と
は
異
っ
た
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
或
い
は
C
⇒
で
み
た
平

　
　
安
宮
に
於
け
る
太
政
官
院
と
弁
官
蕾
司
の
統
合
が
長
岡
宮
の
段
階
で
達
成
さ
れ

　
　
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑳
　
　
『
日
本
三
代
実
録
』
頁
観
七
年
八
月
十
二
日
条
。

⑳
　
こ
の
こ
と
は
、
後
の
如
く
弁
官
が
結
政
を
日
常
的
に
行
う
場
と
し
て
の
結
政
所

　
が
朱
だ
確
立
（
或
い
は
更
に
成
立
）
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
写
し
て
い
る
の

　
で
は
な
か
ろ
う
か
。
因
に
、
　
『
左
経
記
』
　
（
増
補
史
料
火
成
本
）
等
に
よ
れ
ば
、

　
弁
官
は
常
に
「
外
記
政
」
の
為
結
政
所
に
つ
き
、
　
「
官
政
」
の
あ
る
日
に
限
り
太

　
政
官
曹
司
庁
の
官
結
政
の
座
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑫
　
註
①
各
条
参
照
。

㊥
　
弘
仁
式
編
纂
の
頃
よ
り
朝
堂
と
並
び
太
政
宮
曹
司
庁
が
儀
式
の
場
と
し
て
位
置

　
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
く
表
1
＞
を
参
照
の
こ
と
。

⑳
　
弘
仁
式
は
弘
仁
十
～
年
奏
進
、
　
『
内
裏
式
』
は
弘
仁
十
二
年
鰯
定
で
あ
る
。

第
二
節
　
「
外
記
政
」
の
系
譜

r外記政」の成立（橋本）

　
　
「
外
記
政
」
は
そ
れ
以
前
の
公
卿
聴
政
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
が
こ
こ
で
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
奈
良
時
代
に
於
け
る
公
卿
聴
政
に
つ
い
て
は
、
関
連
史
料
が
極
め
て
乏
し
く
断
片
的
な
事
実
を
以
っ
て
推
測
を
重
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ま

　
　
　
　
　
①

ず
次
の
史
料
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　
古
記
云
、
大
外
記
於
二
太
政
官
臨
一
申
レ
事
之
時
、
列
一
再
辮
宮
大
宰
及
諸
君
丞
尊
上
↓
白
幕
官
史
等
列
二
諸
嵩
置
等
上
暗
但
爲
晶
考
選
一
所
レ
率
聖
日
列
　
於
式

　
　
　
部
之
下
輔
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
大
宝
令
の
註
釈
書
古
記
は
一
応
天
平
十
（
七
三
八
）
年
頃
の
成
立
と
措
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
古
記
の
文
は
天
平
十
年
頃
の
事
実
を
述
べ
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て
い
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
既
に
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
森
田
悌
氏
が
注
目
さ
れ
、
　
「
令
文
に
み
る
限
り
外
記
が
政
を
太
政
官
に
申
す
こ

と
は
あ
り
え
な
い
」
が
、
こ
の
古
記
の
文
は
「
外
記
が
政
を
申
す
こ
と
が
古
記
の
段
階
で
は
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

更
に
進
ん
で
「
恐
ら
く
は
こ
れ
は
天
平
十
年
段
階
の
古
記
成
立
期
だ
け
で
な
く
、
大
宝
令
施
行
以
来
の
こ
と
」
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
し
か
し
、
森
田
氏
の
理
解
は
次
に
掲
げ
る
『
延
喜
式
』
の
規
定
か
ら
考
え
て
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
即
ち
、

　
　
凡
上
レ
鷹
申
レ
致
時
者
、
外
記
立
昌
於
辮
官
史
上
↓
八
省
丞
亦
立
二
翼
下
ハ
但
宿
主
巧
些
事
一
塁
レ
率
臼
者
、
立
二
式
部
下
↓

と
あ
る
こ
の
条
は
、
　
「
囎
」
に
上
っ
て
太
政
官
（
公
卿
）
に
政
を
申
す
場
合
の
外
記
・
史
・
八
省
丞
等
の
列
立
次
第
を
規
定
し
た
も
の
で
、
考

選
事
に
因
っ
て
式
部
省
官
人
が
政
を
申
す
場
合
は
、
外
記
に
そ
の
旨
を
触
れ
た
後
、
　
「
鷹
」
で
弁
官
申
政
に
先
立
っ
て
式
部
省
が
直
接
太
政
官

に
考
選
事
の
政
を
申
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
列
次
が
式
部
省
世
一
外
記
と
な
り
、
一
方
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
八
省
が
弁
官
に
率
い
ら
れ
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

省
等
の
政
を
太
政
官
に
申
す
こ
と
か
ら
列
次
が
外
記
…
弁
官
史
－
八
省
丞
と
な
る
、
と
の
内
容
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
恐
ら
く
森
田
氏
の
誤
解

は
、
こ
の
様
な
『
延
喜
式
』
の
規
定
と
同
内
容
の
古
記
の
文
に
つ
い
て
、
「
太
政
亡
霊
」
で
「
申
レ
事
」
す
主
体
（
「
申
レ
事
」
の
主
語
）
を
文
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
大
外
記
で
あ
る
と
解
さ
れ
た
為
に
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
以
上
の
様
に
こ
の
史
料
を
考
え
て
よ
い
な
ら
、
天
平
十
年
頃
に
は
「
太
政
官
臨
」
一
朝
堂
院
の
太
政
窟
の
庁
に
於
い
て
、
後
の
「
外
記
政
」

「
官
政
」
に
於
け
る
弁
官
申
文
・
三
省
政
と
同
様
の
方
式
で
公
卿
聴
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ゐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
奈
良
時
代
の
公
卿
聴
政
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
更
に
次
に
掲
げ
る
史
料
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
中
納
言
從
三
位
兼
兵
部
卿
皇
后
宮
左
京
大
失
大
和
守
石
川
朝
臣
中
足
麗
、
（
中
略
）
宝
総
初
任
｝
一
兵
部
大
輔
一
遷
一
一
民
部
大
輔
一
難
一
一
從
四
位
下
皿
出
語
扁
大
宰
大

　
　
試
炉
居
二
年
導
入
歴
昌
左
右
大
弁
一
鶴
爲
昌
参
議
兼
右
京
大
高
帖
名
論
耳
目
所
レ
響
岩
浮
戸
忠
心
碗
加
以
利
口
剖
漸
無
レ
滞
、
然
言
葉
偏
急
好
詰
昌
人
之
過
↓
官
人

　
　
申
レ
政
或
不
レ
合
レ
旨
、
即
樹
論
其
人
一
極
レ
ロ
而
…
罵
、
因
レ
此
諸
司
候
昌
官
曹
一
薬
掛
篇
名
足
聴
弔
事
多
賜
踏
必
需
、
延
暦
初
詣
篇
從
三
位
一
拝
昌
昌
納
言
一
（
以
下
略
）

　
こ
の
石
川
名
足
麗
伝
で
は
傍
点
を
施
し
た
個
所
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
個
所
の
記
述
は
、
第
一
に
記
事
の
文
脈
か
ら
考
え
て
、
又
第
二
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

名
足
が
天
応
元
（
七
八
一
）
年
頃
右
大
弁
と
な
り
、
次
い
で
同
年
五
月
に
参
議
を
兼
ね
、
の
ち
延
暦
四
（
七
八
五
）
年
参
議
を
帯
し
た
ま
ま
で
左
大
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「外記政」の成立（橋本）

　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

弁
と
な
り
、
更
に
同
年
十
一
月
に
は
中
納
言
と
な
っ
て
参
議
・
右
大
弁
の
宮
を
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
応
天
応
元
年
か
ら
延
暦
四
年
末
頃

　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

迄
の
期
閻
の
事
実
、
即
ち
平
城
宮
最
末
期
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
乱
足
が
参
議
・
左
右
大
弁
を
兼
帯
し
て
い
た
時
諸
司
官
人
の
申
す
政
を
平
城
宮
の
「
官
曹
」
で
聴
い
た
こ
と
に
な
る
。
二

足
が
い
ず
れ
の
官
の
職
掌
に
よ
っ
て
聴
話
し
た
の
か
決
し
難
い
が
、
参
議
の
職
掌
に
よ
り
聴
政
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
土
田
直
鎮
氏
の
指
摘
さ
れ

　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
参
議
の
性
格
か
ら
み
て
参
議
名
足
が
単
独
で
聴
益
し
た
と
は
考
え
難
く
、
中
納
言
以
上
の
他
の
公
卿
と
と
も
に
聴
干
し
た
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
参
議
た
る
名
足
が
「
官
曹
」
に
饗
し
た
諸
司
「
官
人
申
レ
政
或
不
レ
合
レ
旨
、
邸
…
封
転
其
人
一
極
レ
ロ
而
罵
」
し
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
時
期
、
参
議
が
公
卿
聴
政
に
形
式
的
に
参
与
す
る
に
止
っ
た
の
で
は
な
く
、
参
議
に
も
一
定
の
権
隈
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
よ
う
。

　
或
い
は
又
下
足
の
「
聴
レ
事
」
が
大
弁
と
し
て
の
職
務
に
よ
っ
た
と
解
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
し
、
い
ず
れ
を
採
る
か
に
よ
り
聴
政
の
場
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
「
官
曹
」
の
比
定
、
更
に
は
そ
の
性
格
の
理
解
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
少
な
く
と
も
太
政
官
に
於
け
る
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

政
或
い
は
執
務
が
朝
堂
で
は
な
く
曹
司
に
於
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
常
態
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
長
岡
宮
に
つ
い
て
は
関
連
史
料
を
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
初
期
の
平
安
富
に
於
け
る
公
卿
聴
政
に
関
し
て
は
次
の
二
つ
の
史
料
が
注
目
さ
れ

る
。

　
朔
及
旬
日
朝
座
政
鷹
レ
申
≠
中
納
言
一
事

右
大
臣
宣
、
身
不
レ
堪
レ
上
昌
於
朝
座
ハ
［
凶
已
慶
レ
政
於
レ
理
不
レ
穏
、

　
　
　
　
　
弘
仁
四
年
正
月
廿
八
日

亘
下
石
臼
之
政
申
二
中
納
言
一
鞭
夢
闊
晶
常
例
日
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
少
外
記
船
連
湊
守
琴

左
大
臣
宣
、
朝
座
申
レ
政
之
日
蓼
　
五
位
外
記
率
一
五
位
官
史
↓
前
令
三
ハ
位
外
記
引
一
…
五
位
古
史
一
箪
不
レ
便
也
、

宜
急
∬
五
位
之
史
ハ
其
大
外
記
坂
上
忌
寸
今
継
亦
須
竿
當
轟
旬
覇
之
朝
座
榊
了
レ
政
以
後
乃
就
教
授
よ

天
長
三
年
三
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ヶ

少
外
記
嶋
田
朝
臣
清
田
琢

霞
レ
今
以
後
朝
座
申
レ
政
之
時
、
五
位
外
記
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⑳

　
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
0
「
朝
座
政
」
は
月
の
朔
及
び
旬
日
に
行
わ
れ
、
◎
原
則
と
し
て
大
臣
が
聴
政
す
べ
き
で
あ
り
、
⇔
弁
官
申
文
の
時
外

記
が
官
史
を
引
率
す
る
作
法
に
つ
い
て
も
厳
格
さ
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
の
朔
及
び
旬
日
に
行
わ
れ
る
「
朝
座
政
」
は
日
常
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
公
卿
聴
政
で
は
な
く
儀
式
的
性
格
を
強
く
帯
び
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
後
「
朝
座
政
」
は
年
中
行
事
と
し
て
「
落
鮎
朝
座
一
事
」
に

定
着
す
る
の
で
あ
る
が
、
右
に
掲
げ
た
弘
仁
四
年
宣
旨
の
日
付
が
正
月
廿
八
日
で
あ
る
こ
と
に
注
暮
す
る
と
、
弘
仁
年
閥
に
は
二
月
に
つ
い

て
も
朔
及
び
旬
日
に
朝
堂
の
座
で
聴
政
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
後
の
「
着
旧
朝
座
一
事
」
と
は
こ
の
点
で
些
か
籾
違
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。　

以
上
、
　
「
外
記
政
」
の
系
譜
を
辿
っ
て
平
安
時
代
初
期
迄
の
公
卿
聴
器
に
関
す
る
諸
史
料
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
に
於
い
て
は
、
O
周
知

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
官
人
執
務
の
場
が
次
第
に
朝
堂
か
ら
曹
司
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
が
太
政
官
に
就
い
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
㊤
そ

れ
に
と
も
な
い
朝
堂
で
の
公
卿
親
政
は
月
の
朔
及
び
旬
日
に
限
ら
れ
次
第
に
儀
式
化
し
て
ゆ
き
「
朝
鷹
政
」
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

こ
と
、
等
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
こ
で
最
後
に
「
朝
座
政
」
が
第
一
章
で
み
た
「
官
業
」
A
型
へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
史
料
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

　
　
承
和
六
年
十
月
一
日
、
依
レ
例
可
レ
着
昌
朝
座
ハ
而
依
馬
蝉
半
乾
一
停
止
、
働
右
大
臣
以
下
於
昌
太
政
官
聴
一
聴
レ
政
云
々
（
以
下
略
）

　
　
承
和
十
五
年
四
月
一
日
、
須
レ
着
二
朝
座
↓
而
雨
後
未
レ
乾
、
同
異
右
大
臣
・
大
中
早
書
・
参
議
短
慮
粗
壁
聴
｝
聴
レ
政
池
月
（
以
下
略
）

　
こ
れ
ら
は
、
本
来
四
月
・
十
月
一
日
（
四
孟
旬
）
に
は
「
例
」
に
よ
っ
て
公
卿
等
は
朝
堂
の
座
に
着
き
聴
政
す
べ
き
で
あ
る
が
、
雨
後
三
塁
が

「
未
レ
乾
」
「
漏
」
で
あ
る
為
「
太
政
官
聴
」
　
（
太
政
官
曹
司
庁
）
で
聴
器
し
た
事
実
を
述
べ
た
も
の
で
、
先
に
み
た
「
朝
座
政
」
が
「
官
政
」

A
型
へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
　
「
宮
政
」
A
型
に
於
い
て
公
卿
聴
政
そ
の
も
の
が
儀
式
化
さ
れ
て
い
た
の
は
、
　
「
朝
座
政
」
の
性

格
を
受
け
継
い
だ
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
猶
、
「
朝
座
政
」
「
悪
政
」
A
型
に
つ
い
て
は
更
に
朝
政
・
轡
型
・
告
朔
等
と
の
関
係
に
も
検
討
を
加
え
総
合
的
に
そ
の
変
遷
と
意
義
を
解
明

す
る
必
要
を
感
ず
る
が
、
本
稿
が
直
接
課
題
と
す
る
所
か
ら
外
れ
る
の
で
省
略
に
従
う
こ
と
と
し
た
い
。
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「外記政」の成立（橋本）

①
　
『
令
集
解
』
巻
二
職
員
令
太
政
宮
条
。

②
　
岸
俊
男
「
班
田
図
と
条
里
制
」
　
（
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
昭
和
四
八
）
。

③
　
森
田
悌
『
日
本
古
代
官
司
制
度
史
序
説
』
第
二
、
弁
官
に
つ
い
て
…
三
、
外
記
と

　
の
関
係
、
昭
和
四
二
。
猶
、
森
田
氏
は
更
に
「
弁
官
に
由
ら
な
い
大
事
（
臨
聴
大

　
事
・
考
選
任
官
等
”
引
用
者
）
を
外
記
が
申
し
た
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ

　
い
て
も
賛
嗣
し
か
ね
る
。
即
ち
氏
が
論
拠
と
さ
れ
た
令
義
解
が
成
立
し
た
頃
の
政

　
務
の
方
式
（
『
延
喜
式
』
巻
十
一
太
政
官
）
か
ら
考
え
て
、
弁
官
に
由
ら
ぬ
大
躰
は

　
外
記
が
申
す
の
で
は
な
く
、
諸
司
・
諸
国
が
外
記
に
そ
の
旨
触
れ
た
後
直
接
に
太

　
政
官
に
申
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

④
　
　
『
延
喜
式
』
巻
十
八
式
部
上
。
猶
、
同
一
の
規
定
が
巻
四
十
一
弾
正
台
に
も
あ
る
。

⑤
　
以
上
の
理
解
は
『
延
喜
式
』
巻
十
一
太
政
官
に
み
え
る
公
郷
聴
政
に
関
す
る
諸

　
規
定
に
よ
る
。

⑥
古
記
の
文
の
「
申
レ
躰
」
の
主
語
を
大
外
記
と
み
る
必
要
は
全
く
な
い
。
何
故

　
な
ら
、
こ
の
古
記
の
文
自
体
が
外
記
の
鱗
茎
に
つ
い
て
説
明
を
憂
え
て
い
る
も
の

　
で
あ
り
、
そ
の
為
に
本
来
「
列
」
の
主
語
で
あ
る
べ
ぎ
大
外
詑
の
語
が
文
頭
へ
置

　
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

⑦
　
言
記
の
い
う
「
太
政
官
鷹
」
と
は
朝
堂
院
に
あ
る
太
政
官
庁
の
こ
と
と
考
え
ら

　
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
古
記
は
『
令
集
解
』
巻
舞
六
公
式
令
陳
意
見
条
で
「
其
密

　
封
進
年
算
二
太
政
官
曹
司
一
案
盤
」
と
あ
る
如
く
「
太
政
官
曹
司
」
の
語
を
用
い
て

　
お
り
、
こ
れ
は
古
記
が
養
老
令
雑
令
庁
盲
撃
曹
司
座
者
条
の
庁
（
朝
堂
）
と
曹
司

　
と
の
対
比
を
念
頭
に
置
い
て
使
い
分
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
猶
、

　
大
宝
令
雑
令
当
該
条
の
復
原
及
び
本
条
の
理
解
に
つ
い
て
は
岸
俊
男
、
第
二
覚
第

　
一
節
融
⑲
論
文
参
照
。

⑧
『
続
日
本
紀
』
延
暦
七
年
六
月
丙
戌
条
。

⑨
　
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
二
月
丙
午
条
に
よ
れ
ば
こ
の
隣
県
大
弁
は
大
伴
家
持

　
で
、
同
年
五
月
乙
丑
条
に
は
石
川
名
足
が
右
大
弁
と
み
え
て
お
り
、
二
月
丙
午
か

　
ら
五
月
乙
丑
迄
の
間
に
右
大
弁
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。

⑩
　
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
五
月
乙
丑
条
。

⑪
『
続
臼
本
紀
』
延
暦
四
年
七
月
乙
亥
条
。

⑫
　
　
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
十
【
月
丁
巳
条
。

⑬
猶
、
『
続
日
ホ
紀
』
延
暦
三
年
十
二
月
頃
巳
条
に
よ
れ
ば
こ
の
日
石
川
名
足
は

　
従
三
位
に
昇
っ
て
い
る
か
ら
、
厳
密
に
は
問
題
の
個
所
の
年
代
を
延
暦
三
年
十
二

　
月
以
前
と
限
定
で
き
よ
う
。

⑭
長
岡
遷
都
は
延
暦
三
年
十
一
月
頃
よ
り
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
（
『
続
日
本

　
紀
』
延
暦
三
年
十
一
月
戊
申
条
）
、
一
方
長
岡
宮
太
政
官
院
は
延
暦
五
年
七
月
に
至

　
り
ょ
う
や
く
完
成
し
た
（
『
続
刊
本
紀
』
延
暦
五
年
七
月
丙
午
条
）
こ
と
か
ら
、
た

　
と
え
延
暦
四
年
十
二
月
販
の
事
実
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
も
、
実
際
は
平
城
宮
に

　
関
す
る
記
述
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

⑯
　
土
田
直
鎮
「
上
卿
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代
史
論
集
』
下
巻
、
昭
和
三
七
）
。

⑯
『
類
聚
事
宜
抄
』
第
六
、
外
記
職
掌
の
延
喜
七
年
七
月
十
七
ヨ
宣
旨
に
「
太
政

　
官
先
式
」
と
し
て
「
凡
流
勢
申
二
太
政
官
唖
若
大
臣
不
レ
在
者
・
甲
二
中
納
言
以
上
ハ
其

　
事
重
版
臨
時
鶉
焼
、
自
余
准
ソ
例
露
分
」
と
あ
る
の
は
弘
仁
太
政
宮
式
逸
文
（
虎
尾

　
俊
哉
「
式
逸
々
」
　
『
史
学
雑
誌
』
六
〇
1
一
一
、
昭
和
二
六
）
で
あ
り
、
同
内
容
の

　
規
定
は
『
延
喜
式
』
巻
十
…
太
政
官
に
も
み
え
て
い
る
。

⑰
　
第
ご
章
第
一
夢
解
⑲
参
照
。

⑱
　
官
人
執
政
の
場
が
朝
堂
よ
り
警
司
へ
と
次
第
に
移
行
し
た
こ
と
は
す
で
に
周
知

　
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
史
料
を
掲
げ
て
太
政
官
ば
か
り

　
で
な
く
他
の
官
司
に
於
い
て
も
か
か
る
事
態
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
確
め
て
お

　
き
た
い
。

　
A
　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
五
年
四
月
己
卯
条

　
　
勅
日
、
　
（
中
略
）
宜
下
告
二
天
下
連
勝
欄
不
レ
論
一
勢
女
老
少
｝
起
坐
行
歩
威
令
古
田
副

　
　
舗
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
嚇
其
文
武
百
官
向
レ
起
工
レ
曹
道
次
之
遡
及
公
務
之
除
常
必

　
　
念
葡
（
以
下
略
）

　
B
　
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
五
年
七
月
乙
巳
条
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「
縫
西
暦
二
文
武
之
任
一
居
二
端
右
之
重
【
（
右
大
臣
“
引
用
者
）
、
時
在
二
曹
司
需
時

　
　
就
二
朝
位
｛
謙
恭
自
議
政
迩
不
レ
聞
、
難
γ
無
二
才
識
一
得
ソ
免
二
世
識
｝
也
」

　
A
は
末
期
平
城
宮
段
階
で
「
朝
」
膵
朝
堂
と
「
曹
」
隠
曹
司
で
公
務
が
並
び
行
わ
れ

　
て
い
た
こ
と
を
、
B
は
藤
原
継
縄
が
「
文
武
之
任
」
を
歴
任
し
右
大
臣
に
登
っ
た

　
間
に
そ
の
職
務
を
果
た
す
為
に
曹
司
或
い
は
朝
堂
に
つ
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

　
よ
う
。
猶
、
A
と
B
で
朝
堂
と
暫
司
の
記
載
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
も
注
目

　
さ
れ
る
。

⑲
　
　
『
類
聚
赫
付
山
僧
抄
』
第
六
、
外
記
職
掌
。

⑳
『
類
聚
符
宣
抄
臨
第
六
、
少
納
言
職
掌
に
収
め
る
大
岡
二
年
三
月
廿
二
日
の
「
壁

　
書
」
に
「
右
二
官
（
少
納
言
・
外
記
”
引
用
者
）
大
臣
着
二
朝
座
一
日
、
陸
戦
二
着

　
座
こ
と
あ
る
の
は
、
大
臣
が
朝
堂
の
座
に
着
き
聴
益
す
る
こ
と
が
特
別
の
事
で

　
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

⑳
　
こ
の
様
な
性
格
を
も
つ
「
朝
座
政
」
と
は
『
儀
式
』
巻
九
朝
堂
儀
、
『
延
喜
式
』

　
巻
十
八
式
部
上
、
　
『
日
本
三
代
実
録
』
光
慶
八
年
五
月
廿
九
日
勤
怠
引
貞
観
式
部

　
式
に
み
え
る
朝
堂
に
於
け
る
大
臣
執
政
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
諸
種
の
有
職
書
間
に
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
三
月
よ
り
十
月
迄
を
対
象
期

　
間
と
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
（
『
年
中
行
事
御
障
子
文
恥
、
　
『
九
条
年
中
行

　
事
』
、
『
小
野
客
年
曲
行
購
』
、
『
西
宮
記
』
、
『
欝
欝
要
略
』
、
『
北
山
抄
騒
、
等
）
。

璽
弁
官
申
政
剋
限
で
二
月
が
特
励
扱
い
さ
れ
る
様
に
な
る
の
が
貞
観
六
年
か
ら
で

　
（
『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
六
、
外
記
職
掌
、
貞
観
六
年
正
月
廿
九
三
宣
旨
。
猶
、
の
ち
貞

　
観
式
（
『
九
条
年
中
行
事
拙
申
政
事
）
・
『
延
轡
式
』
巻
十
一
太
政
官
へ
定
着
）
そ
れ

　
以
前
は
特
別
扱
い
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
（
『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
樽
、
外
記
職
掌
、

　
承
和
三
年
四
月
廿
七
日
宣
旨
）
こ
と
か
ら
、
貞
観
年
間
よ
り
二
月
の
「
朝
座
政
」

　
が
止
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
『
儀
式
』
第

　
九
の
項
目
配
列
に
於
け
る
朝
堂
儀
の
記
載
位
置
が
注
意
さ
れ
る
。
即
ち
、
挙
行
月

　
日
順
に
配
列
さ
れ
た
儀
式
の
中
で
二
月
廿
二
欝
の
賜
季
禄
儀
と
三
月
一
霞
於
鼓
吹

　
司
試
生
等
量
の
間
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑳
　
　
『
西
門
宮
記
』
巻
六
裏
口
轡
。
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第
三
章
　
外
記
庁
・
「
外
記
政
」
成
立
の
背
景

　
本
章
で
は
、
外
記
庁
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
外
記
「
直
侍
」
の
理
由
及
び
外
記
庁
で
の
公
卿
に
よ
る
聴
政
成
立
の
背
景
の
二
点
に
つ
い
て
、

前
章
で
触
れ
た
点
を
踏
ま
え
少
し
く
観
点
を
変
え
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
外
記
庁
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
次
に
掲
げ
る
史
料
が
重
要
で
あ
る
。

　
鷹
二
御
所
記
録
庶
事
外
記
内
記
共
預
一
事

右
、
被
昌
右
大
臣
宣
一
儒
、
依
レ
令
、
外
記
掌
野
離
呂
詔
奏
一
及
塗
劇
出
稽
失
か
内
記
掌
レ
造
二
詔
勧
及
御
所
記
録
ハ
擦
レ
此
而
所
レ
掌
稽
異
、
翠
レ
笹
森
望
事
合
昌
相

通
｛
何
者
内
愚
行
薯
大
臣
所
レ
預
、
至
レ
幕
下
穫
失
一
箪
能
強
出
、
若
御
断
鋒
レ
事
外
記
共
電
、
則
内
裏
儀
式
量
暴
論
違
失
ハ
自
レ
今
以
後
御
所
儀
例
外
記
同
録

以
脩
昌
顧
問
ハ
如
不
昌
遵
泰
一
彼
此
有
レ
違
預
レ
事
之
人
解
凶
却
見
任
ハ
事
縁
由
勅
語
一
軍
レ
得
二
疎
漏
↓
者
、
今
録
を
且
旨
一
霞
爲
晶
恒
例
一



「ク寵政」の成立（橋本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
弘
仁
六
年
正
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恭
議
從
三
位
行
左
大
弁
兼
脩
前
守
秋
篠
朝
臣
安
人
暑

　
こ
の
宣
旨
は
、
嵯
峨
天
皇
の
勅
語
に
よ
り
、
外
記
の
職
掌
が
内
記
と
「
所
レ
掌
梢
異
」
る
が
「
羅
レ
罪
質
論
糾
合
二
相
通
こ
き
こ
と
か
ら
、
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

後
外
記
が
内
記
と
と
も
に
「
御
所
記
録
庶
事
」
を
記
録
し
顧
問
に
備
え
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
こ
の
宣
旨
に
よ
る
外

記
職
掌
の
拡
大
が
外
記
庁
成
立
の
法
的
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
と
こ
ろ
で
こ
の
宜
旨
に
も
引
く
令
に
よ
れ
ば
、
内
記
の
職
掌
が
詔
勅
を
「
造
」
る
こ
と
に
あ
る
の
に
対
し
、
外
記
は
詔
奏
を
「
勘
」
う
る
に

す
ぎ
ず
、
又
両
老
は
天
皇
側
と
太
政
官
側
と
に
各
々
立
論
を
根
本
的
に
異
に
す
る
の
で
あ
り
、
単
に
「
所
レ
掌
穂
異
」
る
が
「
暴
レ
綱
而
論
事
合
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

相
通
一
」
き
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
宣
旨
に
よ
る
限
り
、
「
内
裏
行
事
」
は
大
臣
の
預
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
外
記
が
内
記
の

職
掌
に
下
り
顧
問
に
備
え
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
必
然
性
は
必
ず
し
も
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
内
記
の
記
録
す
る
と
こ
ろ
を

大
臣
が
知
れ
ば
事
足
り
、
或
い
は
又
内
記
の
員
数
を
増
せ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
外
記
に
令
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
職
掌
を
負
わ
せ

る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
何
故
に
外
記
が
内
記
と
同
一
の
職
掌
を
果
た
す
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
次
の
諸
点
に
注
目
し
た
い
。

O
延
暦
二
年
に
於
け
る
外
報
当
位
階
の
上
昇
単
騎
で
・
こ
の
謹
を
述
べ
る
太
政
官
謹
奏
は
外
記
相
当
位
階
上
昇
の
理
由
と
し
て
「
職

務
繁
多
触
レ
途
念
劇
、
詔
勅
厳
令
自
レ
此
而
出
」
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
延
暦
二
年
と
い
う
特
定
の
蒔
点
で
何
故
に
外
記
の
職
掌
が

そ
れ
以
前
に
比
べ
「
繁
多
」
　
「
念
劇
」
と
な
っ
た
の
か
に
わ
か
に
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
唯
、
こ
の
措
置
が
「
詔
勅
格
令
」
外
記
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

り
皆
発
せ
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
さ
れ
た
様
に
、
外
記
（
外
記
の
職
掌
）
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
弘
仁
六
年
宣
旨
へ
の
一
つ
の
前
提
と

な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
⇔
　
大
同
年
間
に
行
わ
れ
た
内
記
局
の
規
模
縮
少
措
置
、
即
ち
大
同
元
年
中
内
記
盤
景
が
廃
止
さ
れ
、
内
記
が
六
野
よ
り
四
聖
に
減
員
さ
れ

⑦た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
内
記
が
従
来
果
た
し
て
い
た
職
掌
の
一
部
を
外
記
が
果
た
す
こ
と
で
内
記
の
減
員
を
補
お
う
と
し
た
の
が

弘
仁
六
年
宣
旨
の
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
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と
こ
ろ
が
、
右
に
掲
げ
た
二
点
を
も
っ
て
し
て
も
弘
仁
六
年
の
時
点
で
何
故
に
外
記
職
掌
拡
大
の
措
置
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

十
分
納
得
の
ゆ
く
説
明
は
つ
か
な
い
。

　
⇔
　
そ
こ
で
再
び
弘
仁
六
年
宜
旨
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
大
臣
が
内
裏
儀
式
に
預
り
外
記
が
大
臣
の
顧
問
に
備
え
る
と
あ
る

点
が
注
意
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
内
裏
儀
式
に
大
臣
が
預
る
と
い
う
の
は
、
山
中
黒
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
嵯
峨
天
皇
に
よ
る
年
中
行
事
の
新
設
・
復
活
・
充
実
と
も

関
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
そ
れ
以
上
に
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
大
臣
が
内
裏
儀
式
に
預
る
と
は
、
の
ち
内
弁
と
呼
ば
れ
紫
震
殿
を
中
心
と
す
る
内
裏
に
於
け
る
儀
式
の
諸
事
を
承
明
門
内
に
於
い

て
弁
理
す
る
大
臣
の
役
割
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
内
裏
に
於
け
る
儀
式
に
大
臣
が
内
弁
と
し
て
関

与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
嵯
峨
天
皇
に
よ
り
内
裏
儀
式
が
整
備
（
壷
的
増
大
と
質
的
充
実
）
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
大
臣
が
内
弁

と
し
て
諸
事
を
弁
理
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
外
記
が
内
弁
た
る
大
臣
の
顧
問
に
備
え
る
為
に
内
裏
儀
式
に
関
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
第
二
に
は
、
従
来
朝
堂
院
で
行
わ
れ
て
い
た
儀
式
の
一
部
が
内
裏
へ
と
移
行
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
第
一
の
点
と
も
深
く
繰
る
が
、
外
記
が

本
来
朝
堂
院
で
の
儀
式
に
於
い
て
果
し
て
い
た
役
割
を
そ
の
揚
を
移
す
こ
と
に
よ
り
内
裏
で
も
行
う
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
様
に
し
て
外
記
が
内
裏
と
関
わ
り
を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
が
外
記
庁
成
立
の
直
接
的
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
次
に
今
一
つ
の
課
題
で
あ
る
公
卿
に
よ
る
外
記
庁
で
の
聴
政
成
立
の
契
機
に
つ
い
て
検
討
す
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
従
来
あ
ま
り
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
太
政
官
の
上
臼
と
い
う
問
題
を
素
材
と
し
て
こ
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
『
延
喜
式
』
巻
十
一
太
政
官
の
規
定
に
よ
る
と
、
毎
月
晦
日
「
太
政
官
」
が
参
議
以
上
の
上
臼
を
録
し
翌
月
一
日
少
納
言
が
こ
れ
を
天
皇
に

進
奏
、
一
方
又
参
議
以
上
の
上
日
及
び
少
納
雷
の
平
日
を
録
し
て
弁
償
に
送
り
、
弁
官
は
そ
れ
を
も
と
に
更
に
弁
官
五
位
以
上
の
上
日
を
加
え

て
太
政
官
符
を
作
成
、
二
同
式
部
省
に
下
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
参
議
以
上
の
上
日
を
録
し
弁
官
に
送
る
主
体
た
る
「
太
政
官
」
が
外
記
を
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⑫

意
味
す
る
こ
と
は
文
脈
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
参
議
以
上
の
公
卿
及
び
少
納
言
の
上
日
を
把
握
し
て
い
た
の
は
外
記
で
あ
り
、
弁
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
全
く
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
。

　
一
方
面
『
延
喜
式
』
巻
十
八
式
部
上
に
は
、
式
部
省
へ
送
下
さ
れ
る
参
議
以
上
及
び
少
納
言
の
上
面
に
「
内
裏
上
日
」
の
通
計
を
認
め
る
と
の

規
定
が
あ
る
。
こ
の
「
内
裏
上
日
」
と
は
如
何
な
る
当
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
「
内
言
上
日
」
通
計
が
認
め
ら
れ
た
の
は
如
何
な
る
事

情
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
は
ま
ず
上
日
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
を
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
と
こ
ろ
が
、
律
令
官
人
が
上
日
を
給
さ
れ
る
条
件
に
つ
い
て
は
令
条
に
明
確
な
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
又
実
態
的
に
も
こ
の

こ
と
を
物
語
る
史
料
は
な
い
と
い
そ
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
触
・
唯
・
五
位
以
上
の
官
人
に
関
し
て
は
些
か
手
掛
り
が
あ
る
・

　
　
　
　
⑯

　
『
延
喜
式
』
に
は
次
の
様
な
内
容
を
も
つ
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
京
官
五
位
以
上
の
官
人
は
一
部
の
官
司
に
属
す
る
も
の
を
除
い

て
朝
堂
に
座
を
も
ち
、
朝
堂
の
座
に
着
く
べ
き
月
に
は
毎
日
朝
参
し
て
ま
ず
朝
堂
の
座
に
着
き
後
曹
司
に
赴
い
て
執
務
す
る
、
　
一
方
、
朝
堂
に

座
を
も
た
ぬ
京
官
五
位
以
上
は
朝
堂
に
座
を
も
つ
官
人
が
朝
堂
の
座
に
着
く
べ
き
月
に
は
朔
日
毎
に
式
部
省
に
て
「
黙
」
を
受
け
る
、
朝
堂
の

座
に
着
く
を
停
め
る
月
に
は
京
官
五
位
以
上
朝
堂
に
座
を
も
つ
と
否
と
に
関
わ
ら
ず
皆
各
自
所
属
官
司
に
て
「
受
黙
」
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
規
定
か
ら
推
し
て
、
朝
座
を
有
す
る
官
人
に
つ
い
て
は
朝
座
に
着
く
べ
き
月
に
は
式
部
省
が
朝
堂
で
「
受
黙
」
を
行
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
様
に
し
て
式
部
省
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
上
口
が
「
朝
座
上
日
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
、
毎
月
二
日
に
諸
司
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
・
・
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

式
部
省
に
送
ら
れ
る
五
位
以
上
宮
人
の
「
七
日
」
と
比
較
対
校
す
る
式
部
省
側
の
資
料
が
「
朝
座
元
日
及
巡
黙
集
會
講
假
等
簡
」
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
み
て
間
違
い
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
朝
堂
に
座
を
も
つ
京
官
五
位
以
上
官
人
に
限
っ
て
い
え
ば
「
朝
座
上
日
」
と
は
朝
参
す
べ
き
日
毎
に
記
録
さ
れ
式
部
省

に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
た
主
日
で
あ
り
、
他
方
「
上
臼
」
と
は
所
属
宮
司
が
朝
座
・
曹
司
に
於
け
る
執
務
に
よ
っ
て
把
握
し
て
い
た
上
日
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
様
な
「
朝
座
夏
日
」
及
び
「
上
洛
」
は
太
政
官
を
構
成
し
て
い
た
五
位
以
上
の
官
人
に
つ
い
て
も
勿
論
適
用
さ
れ
て
い
た
の
で
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⑱

あ
る
が
、
こ
れ
に
変
質
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
の
が
延
暦
十
一
年
宣
旨
で
あ
っ
た
。

　
　
　
五
位
已
上
上
日
事

　
　
右
、
右
大
臣
宣
、
太
政
官
所
レ
送
五
位
已
上
上
日
、
臼
レ
今
以
後
冠
丁
通
コ
計
内
裏
上
日
一
勿
槻
猫
灘
乙
朝
座
子
日
甲
冠
婚

　
　
　
　
　
　
　
延
贋
十
一
年
十
月
昔
七
日

　
　
　
　
印
日
彌
召
轟
式
部
大
丞
藤
原
友
人
一
宣
告
了
、

　
こ
れ
は
、
毎
月
式
部
省
へ
送
付
さ
れ
る
太
政
官
の
五
位
以
上
（
参
議
以
上
及
び
少
納
［
蕎
）
の
上
日
に
つ
い
て
、
今
後
は
「
朝
座
上
司
」
の
み

を
点
ず
る
の
で
は
な
く
「
内
裏
上
山
」
を
通
計
す
る
こ
と
を
認
め
た
宣
旨
で
、
奥
に
附
せ
ら
れ
た
文
言
か
ら
、
そ
の
旨
即
日
式
部
省
官
人
を
召

し
て
宣
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
こ
に
言
う
「
内
裏
上
日
」
と
は
、

　
　
去
大
同
元
年
十
月
廿
九
日
上
面
儒
、
恭
議
已
上
不
レ
着
可
融
坐
一
意
7
侍
謁
内
裏
一
帯
レ
給
二
上
日
ハ
者
、
而
頃
年
之
間
漏
昌
此
宣
旨
”
依
割
去
延
暦
十
一
年
十
月
昔

　
　
七
日
宣
旨
↓
通
コ
計
内
裏
上
目
一
行
レ
之
、
今
被
昌
大
納
言
正
三
位
清
原
卿
宣
一
傅
、
見
昌
大
同
元
年
宣
旨
一
有
レ
理
遵
行
、
自
レ
今
以
後
須
マ
就
二
行
事
一
旦
ゴ
候
内

　
　
裏
一
随
以
行
ウ
之
、
唯
無
昌
行
窮
一
老
依
二
大
同
宣
旨
一
行
レ
之

　
　
　
　
　
　
天
長
九
年
三
月
廿
一
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
外
記
嶋
田
朝
臣
清
田
禦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
あ
る
天
長
九
（
八
一
二
二
）
年
宣
旨
に
よ
り
、
内
裏
に
侍
候
す
る
こ
と
で
給
せ
ら
れ
る
上
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
従
来
の
「
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
へ

座
上
日
」
　
「
上
日
扁
と
は
異
な
り
、
朝
堂
或
い
は
曹
司
に
於
け
る
執
務
を
条
件
と
し
て
給
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
全
く
新
し
い
内
容
を
も
つ
七

日
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
次
に
、
延
暦
十
一
年
宣
旨
に
よ
れ
ば
、
　
「
内
裏
上
目
」
の
通
計
紺
象
が
「
朝
座
上
田
」
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
『
延
喜

式
』
の
規
定
で
は
朝
堂
に
座
を
も
つ
官
人
は
本
来
朝
堂
の
座
に
着
き
後
曹
司
に
赴
き
執
務
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
然
「
朝
座
上
日
」

と
「
上
覆
」
と
は
基
本
的
に
は
一
致
す
べ
き
で
あ
り
、
故
に
諸
司
か
ら
報
告
さ
れ
る
五
位
以
上
の
二
日
と
比
較
さ
れ
る
式
部
省
側
の
資
料
が
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「
朝
座
上
日
」
の
簡
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
宣
旨
で
は
「
内
裏
上
日
」
を
「
朝
座
上
日
」
に
通
計
す
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
太
政
宕
五
位
以
上
官
人
に
つ
い
て
は
上
日
は
「
内
裏
夏
日
」
と
「
朝
座
黒
日
」
一
「
上
臼
」
と
の
合
計
で

よ
い
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
に
は
「
内
裏
愛
日
」
が
「
朝
座
上
臼
」
　
「
上
唇
」
に
と
っ
て
か
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
情
況
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
こ
と
は
、
太
政
官
五
位
以
上
官
人
が
朝
堂
或
い
は
曹
司
に
着
き
聴
興
す
る
こ
と
が
稀
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
延
暦
十
一
年
以
後
の
「
内
裏
夕
日
」
を
下
る
動
向
を
史
料
上
に
追
っ
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
先
に
掲
げ
た
天
長
九
年
宣
旨
が
引
用
す
る
大
同
元
（
八
〇
六
）
年
上
質
に
よ
っ
て
、
参
議
以
上
に
つ
い
て
は
「
廃
坐
」
に
着
く
こ
と
な
く
直
ち

に
内
裏
に
侍
罪
し
た
場
合
に
は
「
上
呂
」
は
給
さ
な
い
、
即
ち
「
寧
日
」
を
給
す
る
に
は
ま
ず
前
提
条
件
と
し
て
「
囎
坐
」
に
着
く
こ
と
が
要

求
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
上
船
に
よ
り
「
内
裏
上
日
」
は
実
質
を
喪
っ
た
と
い
え
る
が
、
し
か
し
こ
の
上
宣
は
適
用
さ
れ
ず
こ
の
後
も

延
暦
十
一
年
宣
旨
に
よ
り
無
条
件
に
「
内
裏
上
日
」
が
給
さ
れ
続
け
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
長
九
年
に
至
り
大
同
元
年
上
呂
が
見
直
さ
れ
て

先
に
掲
げ
た
天
長
九
年
宣
旨
が
出
さ
れ
、
こ
れ
よ
り
後
「
内
裏
夕
日
」
を
給
う
条
件
は
「
行
事
」
に
よ
っ
て
内
裏
に
侍
童
す
る
場
合
に
限
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
様
な
一
連
勝
「
内
裏
上
日
」
を
饒
る
動
向
は
給
付
条
件
を
千
船
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
取
分
け
大
同
元
年
上
宣
は
、
延
暦
十
一
年
内

裏
営
営
だ
け
を
条
件
と
し
た
上
日
が
認
め
ら
れ
て
後
一
層
参
議
以
上
が
「
上
坐
」
に
着
く
こ
と
が
稀
と
な
り
、
そ
の
一
方
で
「
行
事
」
が
な
い

に
も
関
ら
ず
内
裏
へ
の
侍
候
が
日
常
化
し
て
い
た
こ
と
へ
の
対
応
措
置
と
し
て
と
ら
れ
た
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
同
元
年
上
覧

を
「
有
レ
理
遵
行
」
せ
ん
と
し
て
出
さ
れ
た
天
長
九
年
宣
旨
は
、
「
行
事
」
に
よ
る
場
合
に
は
「
鷹
坐
」
に
着
く
こ
と
を
要
し
な
い
と
い
う
妥
協
的

な
も
の
で
あ
り
、
又
大
同
元
年
以
降
の
あ
る
時
点
よ
り
天
長
九
年
に
至
る
迄
大
同
元
年
上
宣
が
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
「
内

裏
白
日
」
給
付
条
件
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
決
し
て
「
内
裏
廿
日
」
そ
の
も
の
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
「
内
裏
上
屋
」
を

認
め
た
上
で
公
卿
聴
政
の
励
行
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
様
な
公
郷
の
内
裏

侍
候
の
日
常
化
が
外
記
庁
に
於
け
る
聴
骨
、
更
に
は
「
外
記
政
」
の
成
立
へ
と
つ
な
が
る
歴
史
的
背
景
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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①
『
類
聚
職
事
抄
』
第
六
、
外
記
職
掌
。

②
弘
仁
七
年
四
月
十
七
日
に
「
太
政
宮
史
生
已
上
就
γ
務
聴
レ
出
題
入
自
二
殿
階
下
こ

　
（
『
類
聚
符
宣
抄
』
第
六
、
外
記
職
掌
）
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
外
記
職
掌
拡
大
に
応

　
じ
た
措
置
で
は
な
か
ろ
う
か
。
猶
、
こ
の
弘
仁
七
年
の
措
醗
は
『
延
喜
式
』
巻
十

　
一
太
政
官
に
定
着
し
て
い
る
。

③
養
老
令
職
員
令
太
政
官
条
及
び
中
務
雀
踊
。

④
内
記
と
外
記
の
「
名
称
の
類
似
と
は
う
ら
は
ら
に
互
い
に
か
な
り
異
な
っ
た
存

　
在
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
黛
弘
道
「
続
・
中
務
雀
に
関
す
る
一
考
察
一
律
令

　
官
職
の
研
究
（
二
）
一
」
（
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
豊
山
、
昭
和
五
　
Y
参
照
。

⑥
『
類
聚
三
代
格
』
巻
五
、
延
暦
二
年
五
月
十
一
日
太
政
官
謹
奏
、
『
続
日
本
紀
』

　
延
暦
二
年
五
月
丁
幾
条
。

⑥
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
昭
和
五
一
、
職
員
令
「
補
注
」
（
青
木
和
夫
氏
執
筆
）

は
、
　
「
外
記
は
（
中
略
）
詔
書
に
つ
い
て
は
内
記
の
作
成
し
た
草
案
（
面
立
）
も

検
討
す
る
訳
で
あ
り
、
や
が
て
『
職
務
繁
多
』
を
理
由
と
し
て
大
外
記
・
少
外
記

は
そ
れ
ぞ
れ
大
内
記
・
中
内
記
と
同
じ
官
位
相
当
に
昇
格
」
し
た
と
さ
れ
る
が
、

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
次
第
に
詔
書
・
勅
旨
・
宣
命
が
余
り
矯
い
ら
れ
な

く
な
り
そ
の
用
途
も
限
定
さ
れ
て
く
る
（
櫛
木
謙
周
「
宣
命
に
落
す
る
一
考
察
一

漢
文
詔
勅
と
の
関
係
を
中
心
に
i
」
『
続
日
本
紀
研
究
』
一
一
一
〇
、
昭
和
置
五
）
こ

と
か
ら
考
え
る
と
、
果
し
て
外
記
が
「
詔
書
に
つ
い
て
は
内
記
の
作
成
し
た
草
案

も
検
討
す
る
」
こ
と
か
ら
「
職
務
繁
多
」
と
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
か
疑
問
が
残

る
。
と
こ
ろ
で
今
注
目
さ
れ
る
の
は
、
延
暦
二
年
の
相
当
位
階
上
昇
措
置
を
遡
り

す
で
に
奈
良
時
代
五
位
の
外
記
が
登
算
し
、
実
態
と
し
て
外
記
の
官
位
が
上
昇
し

て
い
た
窺
実
で
あ
る
。
試
み
に
延
暦
一
一
年
ま
で
の
外
記
補
任
状
況
を
表
に
す
れ
ば
、

次
の
如
く
に
な
る
。
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日

付

和
　
　
銅
4
・
1
0
・
1
0

養
　
老
3
・
壬
7
・
丁
卯

天
　
　
平
6
・
4
・
6

　
〃
　
9
・
1
1
・
壬
辰

天
平
宝
字
4
・
4
・
1
5

　
ク
　
5
・
正
・
2
5

　
〃
　
　
5
・
2
・
1
8

　
〃
　
7
・
正
・
壬
子

　
〃
　
8
・
正
・
乙
未

闇闇

　
亀
3
・
4
・
庚
午

〃
　
3
・
1
1
・
丁
丑
朔

〃
　
7
・
3
・
癸
巳

〃
　
8
・
正
・
戊
寅

　
暦
元
・
壬
正
・
庚
子

人
　
　
名

伊
吉
子
人

白
猪
広
成

壬
生
宇
太
麻
呂

大
倭
水
守

高
丘
比
良
麻
呂

田
口
大
立

池
原
三
二

俳
晋
益
麻
呂

高
丘
比
良
麻
呂

朝池羽竪内

原原栗部蔵

道禾　人全

永守翼鹿成

官
　
　
名

　
大
外
記

　
大
外
記

　
少
外
記

　
大
外
記

　
大
外
記

任
少
外
記

　
大
外
記

任
大
外
記

任
大
外
記

任
大
外
記

任
大
外
記

　
大
外
記

任
大
外
記

任
大
外
記

帯
　
　
位

正従正従正
六六七六七
下下上上下

外
従
五
下

外
従
五
下

外
廻
五
下

外
従
五
下

外
従
五
下

外
従
五
下

従
五
下

外
従
五
下

外
記
在
職
中
の
中
位
変
動

↓
追
善
下
（
神
護
景
雲
元
・
9
・
辛
亥
）

↓
主
従
帯
下
（
天
平
宝
字
8
・
9
・
己
巳
）
↓
卒

（
神
護
景
雲
2
・
6
・
庚
子
）

↓
授
従
五
下
（
延
暦
四
・
正
・
己
巳
）

典

拠

『
令
集
解
』
巻
七
僧
尼
令

『
ぬ
人
霞
古
』
1
i
鷲
九
六

『
大
日
古
』
1
4
1
四
一
〇

『
大
段
古
蝕
正
一
一
三
〇

『
大
日
古
』
1
5
一
二
殴

註
”
官
名
車
立
は
任
官
記
事
、
以
外
は
在
任
曲
事
。
典
拠
欄
空
欄
は
全
て
『
続
β
本
紀
』
に
基
き
、

　
　
1
4
巻
隣
一
〇
頁
を
表
わ
す
。

『
大
日
古
』
1
4
1
四
一
〇
は
『
大
日
本
古
文
書
』



「外記政」の成立（橋本）

　
表
に
も
明
か
な
如
く
、
和
銅
（
七
〇
八
～
七
一
五
）
・
養
老
（
七
一
七
～
七
二
四
）
・

天
平
（
七
二
七
～
七
四
九
）
年
間
、
即
ち
八
世
紀
前
半
頃
に
は
大
外
記
の
官
位
は

　
ほ
ぼ
官
位
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た
相
当
位
階
（
正
七
位
上
）
に
対
応
し
て
お
り
、

　
決
し
て
五
位
を
超
え
る
大
外
記
は
現
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
天
平
宝
字
（
七

　
五
七
～
七
六
五
）
年
間
以
降
、
特
に
高
丘
比
良
麻
呂
が
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
で
重
要

　
な
役
割
を
果
し
て
の
ち
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
九
月
壬
子
条
に
藤
原
仲
麻

呂
が
　
「
爲
二
都
督
使
一
塁
レ
兵
自
衛
、
准
嵩
蝶
諸
国
強
兵
之
法
噴
管
内
兵
士
毎
レ
國
菅

人
、
五
日
爲
レ
番
集
二
都
督
衙
｝
簡
コ
閲
武
藝
↓
奏
聞
畢
後
姿
盆
画
其
数
｛
用
二
太
政
官

印
み
冊
行
圏
下
之
暗
大
外
記
高
丘
比
良
麻
呂
黒
田
溺
及
ワ
己
密
奏
二
其
事
こ
し
た
…
こ

　
の
後
外
記
の
行
う
太
政
官
印
請
印
が
重
視
さ
れ
る
に
盃
る
こ
と
は
、
『
落
日
本
紀
』

宝
亀
八
年
五
月
暮
雲
条
に
「
自
二
段
字
八
年
乱
｝
以
来
、
太
政
官
印
牧
・
於
内
裏
叫

　
毎
日
講
進
、
至
ゾ
是
復
置
二
太
政
官
こ
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
一
と
あ
り
、
又

　
神
護
景
雲
二
年
六
月
庚
子
条
に
載
せ
る
高
丘
比
良
麻
呂
卒
伝
で
は
こ
の
こ
と
を

　
「
皆
二
仲
満
変
一
」
と
表
現
し
て
い
る
V
、
大
外
記
任
官
者
の
帯
び
る
位
階
が
五
位

　
ラ
イ
ン
を
突
破
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
五
位
ラ
イ
ン
の
重
要
性
に
つ
い

　
て
は
、
竹
内
理
三
「
律
令
官
位
制
に
於
け
る
階
級
性
」
（
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』

第
－
部
、
昭
和
三
二
）
、
関
晃
「
律
令
貴
族
論
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
三
、

　
昭
和
五
～
）
参
照
）
。
こ
の
こ
と
は
、
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
で
果
し
た
外
記
職
掌

　
（
「
勘
一
勲
悶
奏
こ
及
び
太
政
官
印
請
印
）
　
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
歪
っ
て
以

後
、
実
質
上
そ
の
位
階
が
上
昇
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
但
し
、
こ
の
様

　
に
考
え
て
も
何
故
に
延
暦
二
年
と
い
う
特
定
の
時
点
に
外
記
の
官
位
上
昇
措
置
が

　
と
ら
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

⑦
『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
七
月
壬
子
条
。
猶
、
こ
の
『
碍
本
後
薬
』
と
同
じ
措

　
置
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
『
類
聚
三
代
格
島
二
五
大
同
元
年
七
月
廿
一
日
太

　
政
官
符
は
中
内
無
二
員
の
廃
止
に
は
触
れ
ず
、
そ
れ
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
措
置

　
（
少
内
記
絹
当
位
階
を
正
八
位
上
よ
り
廃
止
さ
れ
た
中
内
記
相
当
位
階
正
七
位
下

　
に
す
る
こ
と
及
び
大
小
内
記
の
定
員
は
機
来
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
）
を
記
す
の
み

　
で
あ
る
。
こ
の
措
置
か
ら
み
て
中
内
記
廃
止
は
実
質
的
に
は
少
内
記
の
廃
止
に
相

当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
以
っ
て
直
ち
に
内
記
局
の
縮
少
と
み
な
す

　
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
疑
い
を
生
む
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
日
本
後
昆
』
大
同

　
元
年
七
月
庚
申
条
に
内
記
史
生
照
員
を
設
置
す
る
と
の
記
事
の
存
在
で
あ
る
。
こ

　
れ
は
明
か
に
中
内
記
廃
止
の
代
替
措
置
と
思
わ
れ
る
が
、
史
生
の
設
鷺
に
よ
っ
て

　
も
従
来
内
記
局
が
果
し
て
い
た
機
能
を
十
全
に
行
い
え
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
何

故
な
ら
内
記
の
職
掌
を
史
生
が
代
替
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
（
養
老

令
職
員
令
太
政
官
条
に
史
生
の
通
則
的
職
掌
を
「
掌
下
繕
コ
写
公
文
鳩
目
訓
義
文
案
上
」

　
と
規
定
し
て
お
り
、
詔
勅
を
「
造
」
る
こ
と
を
職
掌
と
す
る
内
記
の
代
役
を
務
め

　
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
）
。
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
か
の
如
く

　
『
日
本
後
背
』
大
同
四
年
三
月
己
未
条
は
内
記
史
生
の
一
一
員
減
員
記
事
を
載
せ
て

　
い
る
。
　
一
方
、
こ
の
内
記
雪
避
少
措
置
は
従
来
内
記
が
果
し
て
い
た
附
随
的
職
務

　
を
削
減
す
る
こ
と
と
も
な
り
（
『
類
聚
三
代
格
』
三
十
七
、
大
同
元
年
八
月
二
日
太

　
政
官
謹
奏
）
、
一
面
で
は
内
記
の
職
掌
を
令
条
通
り
に
限
定
し
、
令
制
厳
守
の
姿
勢

　
を
示
し
た
と
も
い
い
う
る
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
平
城
朝
に
行

　
わ
れ
た
政
策
は
嵯
峨
朝
以
降
に
改
変
さ
れ
た
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
こ
の
措
置

　
は
以
後
も
改
変
さ
れ
ず
に
定
着
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
措
澱
は
決
し
て
平
城

　
朝
の
特
殊
な
事
情
の
み
に
基
く
の
で
は
な
く
、
律
令
制
機
構
の
中
で
内
記
の
機
能

　
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
こ
の
こ

　
と
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
二
、
三
の
点
を
以
下
に
指
摘
し
て
お
く
に
止

　
め
た
い
。
第
一
に
は
、
太
政
官
へ
の
政
務
の
集
中
（
早
川
庄
八
「
制
に
つ
い
て
」

　
『
古
代
史
論
叢
臨
中
巻
、
昭
和
五
三
、
等
）
と
闘
関
す
る
と
思
わ
れ
る
、
詔
勅
か

　
ら
奉
勅
官
符
へ
と
い
う
天
皇
の
勅
命
伝
達
手
続
き
の
変
化
に
伴
な
い
、
次
第
に
詔

　
勅
宣
命
が
特
定
の
用
途
へ
と
限
定
さ
れ
る
こ
と
（
櫛
木
註
⑥
論
文
）
。
第
二
に
は
、

　
第
一
の
こ
と
と
も
跨
る
が
、
文
章
道
の
重
視
に
よ
っ
て
詔
勅
宣
命
作
成
者
と
し
て

文
章
博
士
等
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
。

⑥
　
田
中
裕
「
嵯
蛾
天
皇
と
年
中
行
事
」
　
（
『
平
安
人
物
志
』
昭
和
四
九
）
　
縣
．
平
安
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朝
の
年
中
行
事
』
昭
和
四
七
、
等
。

⑨
　
一
例
と
し
て
任
官
儀
式
の
場
の
変
遷
を
表
に
作
る
と
次
の
様
に
な
る
。

典

拠

『
続
日
本
紀
』
慶
雲
二
年
四
月
辛
未
条

　
　
ク
　
　
神
護
景
雲
二
年
＋
　
月
癸
未
条

弘
仁
式
部
式
・
任
官

『
内
帯
式
』
下
巻
任
官
式

『
儀
　
　
式
臨
写
八
内
裏
任
官
儀

『
延
喜
式
』
巻
±
太
政
官

〃

巻
心
式
都
下
・
任
官

儀
式
の
場

　　　　　　　　　
熱量醐内納麺難
省候宮裏堂三斜裏雀～書院
　庁庁　　　　　　　　P

表
に
明
か
な
如
く
、
任
官
儀
式
の
場
は
式
部
省
で
行
う
場
合
を
除
き
朝
堂
院
↓
内

裏
へ
と
移
行
し
た
、
と
み
て
よ
い
。
今
問
題
と
な
る
の
は
弘
仁
式
部
式
が
儀
式
の

場
を
「
門
」
と
し
て
い
る
点
で
、
こ
の
「
門
」
が
何
処
の
門
で
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
豊
州
庄
八
氏
（
「
八
世
紀
の
任
官
関
係
文
書
と
任
官
儀

に
つ
い
て
」
史
学
雑
誌
九
〇
一
六
、
昭
和
薫
六
）
は
こ
の
「
門
」
を
朝
裳
画
稿
門

の
応
天
門
或
い
は
会
娼
門
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
早
川
氏
が
そ
の
推

定
の
根
拠
と
さ
れ
た
「
弘
仁
式
編
纂
の
こ
ろ
ま
で
は
、
朝
儀
一
般
が
大
極
殿
な
い

し
靭
堂
院
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
」
と
の
点
は
自
明
の
こ
と
と
い
え

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
琿
ち
朝
儀
一
般
と
い
う
蓑
現
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
果
し

て
弘
仁
式
編
纂
の
こ
ろ
朝
儀
一
般
が
朝
堂
院
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

問
題
の
書
で
は
あ
る
が
、
弘
仁
式
（
弘
仁
十
一
年
奏
進
）
と
相
前
後
し
て
嵯
豊
町
に

編
纂
さ
れ
た
『
内
裂
式
』
（
弘
仁
十
二
年
制
定
）
で
は
任
官
儀
式
が
内
裏
で
の
儀
と

し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
弘
仁
式
部
式
の
規
定
す
る
儀
式
の
場
を

示
す
「
門
」
を
内
裏
の
門
と
も
考
え
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
又
弘
仁
式
が

単
に
「
門
」
と
記
す
の
は
、
「
碧
色
二
十
式
一
」
と
あ
る
如
く
「
儀
式
」
の
詳
細
な
規

　
定
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
為
め
に
行
わ
れ
た
省
略
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ

　
り
、
更
に
兜
続
日
本
紀
』
の
記
事
を
以
っ
て
弘
仁
式
部
式
を
考
え
る
の
は
如
何
が

　
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
こ
の
「
門
」
を
口
裂
の
門
－
承
明
門
と
考
え
て
お
き
た
い
。

⑩
　
山
田
英
雄
「
律
令
官
入
の
休
日
」
（
『
続
律
令
國
家
と
貴
族
社
会
』
昭
和
五
三
）

　
が
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
を
扱
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
取
扱
い
方
は
些
か
相
違

　
し
て
い
る
（
識
⑳
参
昭
⇔
。

⑭
　
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
畿
頭
に
加
え
ら
れ
た
標
目
に
「
弘
貞
延
」
と
あ
り
、
又

　
『
小
野
宮
年
中
行
事
』
正
月
朔
目
太
政
官
進
参
議
已
上
上
日
廓
、
等
に
引
用
ざ
れ

　
て
い
る
当
該
弘
仁
太
政
官
式
逸
文
か
ら
考
え
て
、
弘
仁
式
に
は
『
延
喜
式
』
と
同

　
様
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑫
　
　
「
太
政
官
」
の
語
の
用
例
に
つ
い
て
は
鈴
木
茂
男
「
宣
旨
考
」
（
『
続
目
本
宵
代

　
史
論
集
』
下
巻
、
昭
和
四
七
）
・
早
川
庄
八
「
律
令
太
政
官
制
の
成
立
」
（
同
書
上

　
巻
、
昭
和
四
七
）
、
参
照
。
猶
、
『
延
喜
式
』
に
は
「
太
政
官
」
が
外
記
を
指
し
て

　
い
る
明
確
な
用
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
巻
十
八
式
部
上
で
は
式
部
省
よ
り
の
「
四

　
季
微
免
課
役
帳
」
提
出
先
を
外
記
・
左
二
宮
と
す
る
の
に
対
し
、
巻
辮
八
兵
部
省

　
で
は
兵
部
省
よ
り
の
同
説
提
出
先
を
太
政
宮
・
右
弁
官
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

⑬
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
公
卿
以
下
が
仮
を
請
う
解
文
の
提
出
先
が
外
記
で
あ
っ

　
た
審
爽
（
「
『
類
聚
符
宜
抄
』
第
六
、
外
記
職
紫
、
天
長
八
年
五
月
九
日
宣
布
、
　
『
朝

　
野
群
載
』
巻
廿
一
、
凶
事
、
　
『
西
宮
記
』
巻
十
二
、
服
仮
類
仮
文
様
、
『
北
山
抄
』

　
巻
四
、
請
仮
囲
、
等
）
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

⑭
　
令
条
に
は
考
課
・
選
評
及
び
禄
支
給
の
条
件
と
し
て
の
上
日
に
関
わ
る
規
定
は

　
あ
る
が
（
養
老
令
考
課
令
内
外
初
位
条
・
同
質
熊
踊
職
慕
官
爵
鮪
節
・
同
学
令
給

　
季
禄
条
・
同
論
兵
衝
条
、
等
）
、
如
何
な
る
条
件
を
満
せ
ば
上
手
一
日
が
与
え
ら

　
れ
る
の
か
は
知
ら
れ
な
い
。

⑮
忌
日
の
実
態
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
山
田
英
雄
「
奈
良
時
代
に
お
け
る

　
上
訴
と
禄
」
　
『
人
文
科
学
研
究
瞼
ニ
ニ
、
昭
和
三
七
参
照
。

⑱
『
延
喜
式
』
巻
十
一
太
政
官
、
巻
十
八
式
部
上
、
巻
照
十
一
弾
正
台
。
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⑰
『
延
喜
式
』
巻
十
九
式
部
下
・
諸
司
送
五
位
以
上
軍
需
及
び
弘
仁
式
部
式
・
諸

　
司
送
五
位
以
上
々
環
。

⑱
　
『
．
類
聚
符
宣
抄
』
第
十
、
葺
位
已
上
朝
参
上
日
。

⑲
　
　
『
類
聚
符
宣
抄
』
第
十
、
五
位
已
上
朝
参
上
山
。

⑳
　
山
田
英
雄
乗
（
註
⑩
論
文
）
は
こ
の
延
暦
十
一
年
宣
旨
を
解
し
、
　
「
大
内
裏
よ

　
り
内
裏
へ
と
政
治
の
中
心
が
移
る
の
が
平
安
期
の
特
色
で
」
、
「
そ
れ
を
管
掌
の
上

に
お
い
て
も
証
拠
」
だ
て
ろ
も
の
と
し
て
、
　
「
五
位
以
上
の
官
人
の
政
務
が
朝
座

以
外
に
内
裏
に
お
い
て
も
行
わ
れ
、
又
内
裏
に
上
る
日
が
多
く
、
朝
座
に
つ
か
な

く
な
っ
た
た
め
に
と
ら
れ
た
処
置
で
あ
ろ
う
」
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
一
つ
に
は

単
に
「
五
位
以
上
の
官
人
」
と
さ
れ
る
点
、
今
一
つ
は
彼
ら
に
よ
る
政
務
が
「
朝

座
以
外
に
内
裏
に
お
い
て
も
行
わ
れ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
点
、
こ
の
二

点
に
於
い
て
従
い
難
い
。

お
　
わ
　
り
　
に

「外記政」の成立（橋本）

　
こ
れ
ま
で
三
章
に
わ
た
り
「
外
記
政
」
の
成
立
を
続
っ
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
ま
ず
そ
こ
に
於
い
て
明
か
と
な
っ
た
こ
と
を
簡
潔
に
整
理

し
て
お
き
た
い
。

　
0
　
　
「
外
記
政
」
は
、
弘
仁
十
三
年
太
政
官
上
江
に
於
け
る
公
卿
聴
政
を
太
政
官
曹
司
庁
で
の
も
の
と
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
度
的
に

成
立
し
た
。
そ
れ
は
、
嵯
峨
朝
の
儀
式
整
備
の
一
環
と
し
て
太
政
官
曹
司
庁
を
朝
堂
院
・
内
裏
に
次
ぐ
儀
式
の
場
と
位
置
付
け
た
こ
と
に
伴
う

措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⇔
　
こ
の
様
な
太
政
官
本
庁
に
於
け
る
「
外
記
政
」
成
立
の
前
提
と
し
て
、
当
然
そ
の
場
た
る
太
政
官
候
庁
の
成
立
・
太
政
藩
候
庁
で
の
公
卿

仁
政
の
開
始
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
嵯
峨
朝
の
儀
式
整
備
に
伴
っ
て
外
記
が
内
裏
儀
式
に
関
与
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
為
の
外
記
直
航
の
場
を
内
裏
近
辺
に
求
め
太
政
官
曹
司
庁
か
ら
分
離
独
立
し
太
政
官
譜
面
が
成
立
し
た
こ
と
、
次
い
で
公
卿

の
日
常
的
内
裏
侍
候
の
事
態
が
進
行
し
た
こ
と
を
承
け
て
、
太
政
官
候
庁
を
公
卿
聴
政
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
為
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
「
外
記
政
」
成
立
の
時
期
と
そ
の
意
義
の
検
討
を
主
た
る
目
的
と
し
た
為
、
そ
の
背
景
に
あ
る
根
本
的
原
因
た
る
公
卿
の
内
裏
侍

候
及
び
嵯
峨
朝
に
於
け
る
儀
式
整
備
の
実
態
、
そ
し
て
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
全
く
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
を

終
え
る
に
当
り
右
の
点
に
触
れ
て
今
後
の
課
題
を
設
定
し
て
お
き
た
い
。
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第
一
は
、
公
卿
の
内
裏
親
藩
、
と
り
わ
け
「
無
誤
行
事
二
内
裏
侍
候
の
問
題
で
あ
る
。
奈
良
時
代
よ
り
平
安
時
代
初
期
に
至
る
諸
史
料
か
ら
、

内
裏
で
の
騨
宴
・
年
中
行
事
に
公
卿
を
は
じ
め
と
し
て
侍
従
・
侍
臣
・
五
位
已
上
の
官
人
等
が
預
っ
て
い
る
事
実
が
知
ら
れ
る
が
、
仮
に
平
安

時
代
初
期
に
こ
れ
ら
が
蚤
的
に
拡
大
し
た
と
し
て
も
そ
の
こ
と
が
「
無
下
行
事
二
内
裏
侍
候
へ
直
接
結
び
つ
く
と
は
考
え
難
く
、
些
か
異
っ
た

観
点
か
ら
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
時
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
e
天
皇
側
近
に
侍
し
奉
仕
す
る
侍
従
の
員
数
が
、
令
条
以
外
に
新
た

に
次
侍
従
・
出
居
侍
従
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
大
し
て
い
る
こ
と
、
⇔
令
堂
に
規
定
さ
れ
た
侍
臣
概
念
が
実
態
と
し
て
多
様
な
用
法

が
あ
る
も
の
の
拡
大
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
、
即
ち
、
天
皇
を
と
り
ま
く
公
的
並
び
に
私
的
な
側
近
集
団
が
数
的
に
は
勿
論
の
こ
と
官
人
の
階
層
の

上
で
も
極
め
て
拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
又
、
⇔
、
O
⇔
と
も
深
い
関
り
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
が
、
宣
旨
中
の
異
例
と
さ
れ
平
安
時
代
初
期
に
集

中
的
に
あ
ら
わ
れ
る
殿
上
宣
の
存
在
も
注
目
さ
れ
、
更
に
⑳
博
学
の
成
立
と
そ
の
使
用
例
等
に
つ
い
て
も
検
討
が
加
え
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
第
二
は
、
第
一
の
論
点
と
も
密
接
に
関
る
嵯
峨
朝
に
於
け
る
儀
式
整
備
の
問
題
で
あ
る
。
山
中
裕
氏
に
代
表
さ
れ
る
様
に
、
従
来
は
年
中
行

事
の
歴
史
の
上
で
嵯
峨
朝
を
大
き
な
画
期
と
認
め
、
新
た
な
行
事
の
創
設
・
行
事
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
確
か
に
そ
う

い
う
側
面
も
あ
り
そ
れ
自
体
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
果
し
て
嵯
峨
朝
の
儀
式
整
備
が
単
な
る
量
的
拡
大
・
充

実
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
早
川
庄
八
氏
は
任
官
儀
に
検
討
を
加
え
ら
れ
（
第
三
脚
註
⑨
論
文
）
、
そ
こ
に
於
け
る
儀
式
の
構
造

的
変
化
か
ら
貴
族
制
に
関
わ
る
極
め
て
重
大
な
結
論
を
下
し
て
お
ら
れ
る
。
早
川
説
の
当
否
は
さ
て
お
き
、
こ
の
様
な
儀
式
そ
の
も
の
の
構
造

変
化
の
分
析
か
ら
儀
式
を
競
る
諸
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
も
方
法
的
に
は
今
後
試
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
又
既
に
本
論
で
も
触
れ
て
お
い
た
が
、

嵯
峨
朝
の
儀
式
整
備
は
朝
堂
院
（
最
も
国
家
的
儀
式
の
場
）
・
紫
震
殿
を
中
心
と
し
た
内
裏
・
太
政
官
曹
司
庁
（
朝
堂
院
・
内
裏
に
次
ぐ
儀
式
の

場
）
を
構
造
的
に
密
接
な
連
関
の
下
で
儀
式
の
場
と
し
て
位
置
付
け
直
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ

と
と
も
黙
り
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
朝
堂
院
と
内
裏
の
分
離
（
特
に
長
岡
宮
の
都
城
制
史
上
の
位
置
）
の
意
味
付
け
も
儀
式
の
場
の
問
題

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
、
取
分
け
平
安
宮
朝
堂
院
に
於
け
る
大
極
殿
南
面
回
廊
の
撤
去
と
龍
尾
壇
の
成
立
が
儀
式
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
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こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
は
互
い
に
深
く
関
連
し
合
う
平
安
時
代
初
期
政
治
史
・
政
治
構
造
解
明
の
為
の
重
要
な
論
点
で
あ
る
が
、

に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
い
Q

（
第
二
遠
点
一
節
註
⑲
へ
の
補
記
）

　
従
来
平
城
宮
東
面
起
若
江
豪
男
城
門
（
但
し
周
知
の
如
く
平
城
宮
で
は
東
院
部

分
が
北
％
東
へ
張
り
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
際
は
南
面
東
門
の
東
北
に
南
面
し

て
位
置
す
る
）
は
平
安
宮
の
郁
芳
門
に
相
当
す
る
営
門
と
さ
れ
て
き
た
が
（
佐
藤

興
治
第
二
章
第
一
孫
譲
⑲
論
文
等
）
、
近
年
こ
の
門
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
そ
こ
よ

全
て
は
後
考

り
出
土
し
た
木
簡
か
ら
こ
の
門
が
小
子
門
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
（
『
平

城
宮
木
簡
単
』
解
説
、
昭
和
五
六
）
。
　
こ
の
こ
と
か
ら
弁
宮
曹
司
の
位
置
の
比
定

が
一
層
困
難
と
な
り
平
安
宮
太
政
官
二
三
庁
と
同
位
置
で
あ
っ
た
と
し
た
点
再
考

を
要
す
る
が
、
太
政
官
署
と
弁
官
曹
司
が
平
城
宮
で
は
並
存
し
て
い
た
と
考
え
た

点
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
変
更
の
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
。
（
校
正
に
際
し
て
）

　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
學
大
學
院
生
　
京
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The　Geographical　Conception　of　Siberians

by

Shinji　SaiLto

　　This　art圭cle　points　o賢t　that　geographical　kエ10wledges　of　natives　in

Siberia　made　cer’tain　contribution　in　the　course　of　drawing　modern

maps　for　thi＄　disgrict．

　　The　geographical　knowledges　which　they　are　＄aid　to　have　ori’gimally

had，　conta2ns　primitive　cosmological　aspects　or　spatiai　recognition．　lt

is　thought　that　such　aspects　are　also　very　significant　in　the　history　of

cartography　or　geography．

　　The　research　is　rnade　into　the　geegraphical　conception　of　Siberians，

foilowing　the　ethnological　study　about　Siberia．　One　character　is　found

common’@in　cosmological　aspects　of　some　peoples．　lt　reflects　what　the

territory　or　the　sphere　of　the　influence　was　then．　The　territory　was

formed　for　hunting　and　fishing　by　the　smail　groups　which　laad　their

origins　in　the　paternal　society．　The　borders　might　be　mobile　by

mutual　power－relations．　Tlae　large　territory　consisted　of　small　ones，

whose　axes　were　the　branche＄　of　the　river　fiow1ng　in　the　whole　big

territory．

　　It　is　exactly　such　accurate　geographical　knowledges　cencerned　with

each　territory　of　Siberian　natives　that　contributed　usefully　to　compos一

ing　modern　maps．

The　Formation　of　the　Geleisei外記政

by

Yoshinori　Hashimoto

　　The　purpose　of　this　article　is　to　elucldate　the　character　and　the

processe　f　the　formation　of　tke　Geleisei　which　was　formed　in　the　early

Heian平安Era．
　　Hitherto　the　scholars　have　explained　that　the　Gefeisei　was　formed
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in　Place　of　the　Kansei官政which　had　declined　in　the　Heian　Era．　But

in　this　explanation　the　formation　of　the　Geleisei　and　the　start　of　tke

Kugyochosei公卿聴政in　the　Gekieho外記庁were　confused．　In　the
thirteenth　year　of　the　I〈onin弘仁二period　the　Kugyochosei　in　the　Geんt－

cho　was　separated　from　the　Chosei聴政in　the　I）aijokansoshinocho太政

官曹司庁and　then　as　an　institution　the　Gekisei　was　formed．　Its　forma－

tion　occurred　in　company　with　she　measure　which　ranked　the　Daijofean－

sosleinocho　next　to　the　C乃040忽朝堂院and　the　1）airi内裏as　a　place　of

the　ceremony．　And　i“t　be1onged　to　the　policy　of　improvement　of　the

ceremony　in　the　Saga嵯1職per圭od・The　historical　back9誓ound　of　the

formation　of　the　Geleisei　（i．　e．　tke　．opportunky　of　the　formation　of　the

Kesgyochosei　i’n　the　Gefeicho　proir　to　the　formation．　of　th．e　Gekisei）　is

found　in　the　follow三ng　situation；then　the　servicβof　the　Kzagptos公卿

in　the　Dairi，　wkich　we　can　certify　for　the　first　time　1n　the　first　year

of　the　E・nrydfeu延暦period，　advanced．r6markably．

　　Taking　the　above　into　accQunt，　we　can　and　rnust　develop　the　study

of　the　political　history　of　the　early　Heian　Era．

Tlze　Ilsiao－t2u　づ、子　in　Chin－w2n　金文　in　Hsi－chozt　西周

　　　the　structure　of　the　government　under　Hsi－choee

by

Hideumi　Klmura

　　The　hsiao－t2u　in　Chin－wen　in　ffsi－chou　is　expressed　variously：　（D

hsiao－tzu小子，②弼hsiao－tzu余小子，⑧tSMng　hsiao－t2es宗小子，④
hsiao－tXU　mOU　／j、子某，　⑤　mOU　hsiao－t2U　moas　某4、子某，　⑥　ta－shih　hsiao－

tzzs　mOPt．大師小子某．

　＠，＠　and　some　of　CD　have　been　interpreted　as　literally　“　little　child”，

while　＠，＠，＠，　and　the　others　of　O，　as　the　names　of　tlie　government

oMce，　because　hs圭ao－tzu　was　recorded動％属under　Ssit－ma司馬Choes－

li周忌。

　　In　this　article，　1　have　made　an　examinat1on　of　these　problems　as　to

hsiao－tzt｛，　and　arrived　at　the　conclusions　as　follows．　・

　＠　the　title　of　those　who　were　descended　from　the　Chou　dynasty．

　＠　the　title　of　those　who　were　descended　from　the　subjects　of　the
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